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秘書教育の今後 

―本学秘書科卒業生の実態調査報告― 

立花 知香 

１．本研究の目的 

現代ビジネス学科は 201７年度から、「総合ビジネスコース」「公共ビジネスコース」「秘

書ビジネスコース」の 3 つのコースの下に、カリキュラムが再編された。本稿は、2016年

度をもって廃止された安田女子短期大学秘書科の教育理念が、現代ビジネス学科の秘書教

育、とりわけ秘書ビジネスコースにどのように継承されうるかを考える基礎資料として、

秘書科卒業生の実態調査をとりまとめたものである。 

 今日に至るまで大学の類型の一つとして発展した短期大学は、職業教育において大きな

役割を果たしてきたことはいうまでもない。短期大学は学校教育法第百八条によると、「職

業又は実際生活に必要な能力を育成することを主な目的とすることができる」と規定され

ており、高等教育機関としての専門的な学問を教授研究できる大学の一機関であり、また

ビジネス実務者の養成を期待された機関として成長してきた。短期大学は 4年制大学より

も修業年限が短く、その分学費も負担が少ないことから、高学歴化が進む女子を中心に短

期大学への入学志願者は確実に増加してきた。このように、全国の短期大学は制度の発足

以来、社会の要請に応え着実に発展を遂げてきた経緯を持つ。 

 本学安田女子短期大学においても創立以来、その要請に応えてビジネス実務能力育成を

主眼として、地域社会へ多くの人材を輩出してきた。1961 年 4 月に設置された家政科を

1988 年度にさらに発展させ、中国地方に唯一の秘書科が新設された。秘書科設立の目的

は、秘書教育を通じて様々な職業・キャリアに共通する基本的能力を養い、幅広い職業人

として社会に参画し貢献する人材の養成であった。秘書教育を核としたビジネス実務能力

育成に力点を置き、その質を高めることを目標に変革を遂げてきた。しかしながら、少子

化の進行、大学全入の時代と言われる近年の社会的ニーズの変化に応じ、高等教育機関と

してより社会に貢献すべく、本学秘書科は現代ビジネス学部に発展的に統合されることに

なった。それに伴い、2015年に募集停止、翌年 2016年 3月をもって廃止することが決定

したが、「基本的能力養成」と「社会に参画し貢献する人材の養成」を掲げた秘書科の教育

理念は、現代ビジネス学部に継承されることになる。 

 秘書科では開設から廃止にいたるまで、時代の流れに即応し、幅広い人間性を育成する

ためにもカリキュラムの改訂や教育活動の見直しが絶えず続けられてきた。秘書科におい
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て地道に構築されてきた総合的な教育活動システムを、我々は「DIY 教育システム」と名

付けて、秘書科専任教職員が教育活動に取り組んできた。果たしてこの「DIY 教育システ

ム」がどのように機能しているのか、社会が求める人材育成に役立っているのか、その検

証を行うことは、職業教育の責任を負う高等教育機関の課題を洗い出し、その解決をめざ

して具体的なシステムの改良を行うのに有用であろう。 

そこで、秘書科ではこの教育システム自体のさらなる深化と発展に向けて、秘書科卒業

生の評価を聞き取り、それを今後の教育に如何に反映させるか検討することを目的として、

卒業生が就職した企業を対象に調査を行うことにした。なお、本稿は調査の結果をもとに

した筆者個人の見解である。 

  

２．DIY 教育システムの概要 

 本学秘書科で確立してきた「DIY 教育システム」は、文部科学省が公募した平成 20 年

度「質の高い教育推進プログラム」（教育 GP） に選定された、取組名称：『課題探求能力』

の育成を目指す教育取組―教育課程と教育課程外諸活動を統合する DIY 教育システムの

構築―の中で詳述されており、端的に言うと、学生を主体とした活動を推進するための教

育システムである。 

短期大学への進学者の増加は、必然的に出口である就職希望者の増加につながる。一方、

就職希望者に対する求人は社会、経済動向の影響を受けやすく、不況のあおりで雇用状況

が悪化すれば新規採用が手控えられ未就職者を生んでしまう。また、どんなに好況であっ

ても就業意欲のない学生は社会への一歩を踏み出しにくい。したがって、教育現場には、

どのような社会情勢の変動にも敏感に反応し生きる力を身に付けた学生を育てていくこと

を期待される。 

秘書科は、「国際化・情報化の時代に、自らの人生を拓く」自律的学生を育てることを教

育理念としている。すなわち、秘書科が目指した教育は職業を通して積極的に社会参画し、

自らを磨き続けるキャリア教育である。このような本科の教育目的・教育目標の周知徹底

を図り、温かい人間性をもちつつ、円滑な社会生活を営めるキャリア構築を目指したカリ

キュラムや教育活動を融合させ可視化したものが「DIY教育システム」であった。 

女子の高学歴化が進み、高等教育機関への進学率は上昇傾向にあるが、短期大学進学者

は 2008（平成 6）年度の 24.9％をピークに減少傾向（内閣府, 2017）にあり、短期大学数

も減少の一途にある。リクルートの調査（2013）によると、比較的堅調に進学率を維持し
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ている保育・教育系、看護や医療関連、介護・福祉などの直接職種やその資格取得に結び

つく分野とは異なり、一般教養教育が主体の社会系、秘書・情報系の進学率は伸び悩みを

見せている。そのような逆風の中で、秘書科は定員 100名に対し、教育 GP に取り組んだ

2008 年度以来、最終の 2015 年度（入学生 92 名）以外は充足している。また、入学とい

う入口に対する出口においては、図表 1に示すように、100%に近い水準で推移している。

入学希望者は就職率の高さも進学先の評価指標にする傾向があるので、入学希望者の確保

には重要なポイントであり、我々秘書科教職員の就職支援の目標は卒業年次生の就職率

100％である。秘書科最後の、2015（平成 27）年度卒業生は 91 名であり、その最終就職

内定状況は、就職を希望しない（進学含む）学生 5名を除き、達成率：100％であった。 

 

図表 1．年度別就職内定率 

2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 

平成 21年 3月卒 平成 22年 3月卒 平成 23年 3月卒 平成 24年 3月卒 平成 25 年 3 月卒 平成 26 年 3 月卒 平成 27 年 3 月卒 平成 28 年 3 月卒 

97.2% 99.2% 99.0% 98.2% 98.1％ 98.1％ 100％ 100％ 

 

さて、中四国地方の中枢都市である広島は支社・支店経済の街であり、また、自動車や

機械メーカーの企業城下町でもある。本学秘書科発足当時 1980 年代後半から 1990 年代

前半は、地元の地方銀行、都市銀行や証券会社のような金融業の支店や製造関連企業を中

心とした広島市都心部と周辺の大企業への就職先が大半を占めていた。その後、平成の長

期不況で企業の事業縮小、統合や組織の合理化が進む中、学生の就職先の分布図も様相が

変化してきた。第 3次産業に分類される非製造業、サービス業への就職を希望する学生が

増加し業種も多様化した。また、秘書科では 1996（平成 8）年度に日本医師会医療秘書資

格を取得できるようなカリキュラムを導入している。図表 2.からもわかるように、医療関

連分野で就職先が開拓されて、近年では、秘書科学生の 3 割が医療関連分野に就職するほ

どになった。この就職希望先の変遷の背景には、女性の働き方の変化が窺われる。近年、

女性の就業年数が伸びている。平均初婚年齢の上昇からも明らかなように女性の晩婚化や

非婚化、結婚や出産を経たのちの早い段階での再就職者の増加により、女性の就業率は上

昇しつつある。結婚、出産後も就業したいという希望を持った女性の増加や、出産・育児

を経た女性の再就職など、女性の就業行動は、働きやすい企業を求め、就業に有利な資格

を取得しておきたいというキャリア志向へと移行している。秘書科では、このような傾向
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をいち早く捉え学生の就職をバックアップする指導を進めてきた。 

 

図表 2．2015 年度業種卒業生就職内定先                  単位：名 

建設業 製造業 卸・小売業 金融・保険 サービス 

5 7 9 18 15 

医療 不動産 公務員 その他（進学） 就職希望せず 

30 1 1 1 4 

 

これまでの就職内定率の高さは、学生の就業意識の高さや地道で活発な就職活動の表れ

であるといえよう。安定した就職率の高さは、時流をとらえた職業教育、ビジネス実学を

中軸にした秘書科カリキュラムを基盤として、学生の自主性、積極性を促し自律的な学生

を養成することを目的とした DIY 教育システム取組の一つの成果と言えるのではないか。 

 

３．企業調査 

 前章「2．DIY教育システムの概要」で述べたように、教育システム導入後の入学希望者

と就職率から教育システムがある程度機能して好循環を生んでいるのではないかと考える。

しかし、DIY教育システムが「職業又は実際生活に必要な能力を育成することを主な目的

とする」という高等教育機関に求められる能力育成にかなった内容を伴っているのかとい

う点についてはまだ検証されていない。また先に述べたように、女性のキャリア志向の変

化が見られ、それに対応する教育と指導のあり方の模索も必要である。われわれはこれか

ら先も、地域社会に必要な人材を供給し継続的に発展させていくために、卒業生の受け入

れ先である企業がどのような人材を求めているかを把握しニーズを見定めることにした。

企業側の意向をヒアリングすることで、求められる人材輩出ができているのか、さらには

今後の課題として、どのような学生を育てるべきか、秘書科学生はどのような能力を向上

させるべきか、秘書科が進むべき道を検討する材料を得ることができると考えた。それに

は卒業生を受け入れている就職先企業の評価が必要である。まずは、現時点での企業の評

価を収集して、現行の DIY教育システム内容の充実度を測ることにした。卒業生に対する

就職先からの評価は、短期大学の 2年間という修業年限を生かした、人間教育と実学とを

一体化させた教育システムの結果といえよう。そこで、就職先企業の協力を得て聞き取り

調査を実施することにした。 

 今回の調査の目的は「1. 本研究の目的」でも述べたが、以下の 2 点である。 
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 １．企業ニーズを調査し、秘書科の将来像を再構築する。 

 ２．秘書科をＰＲし、卒業生の就職先の開拓、促進を図る。 

 残念ながら、このような秘書科の発展を目指した目的で調査を開始して 5年後に閉科を

迎えることになるのであるが、ともすれば学生・教職員の意識が拡散してしまいそうにな

る状況においても、DIY 教育システムの充実を図り、新しい高等教育機関のモデルの提示

ができないか模索し続けた。 

(1)調査方法 

本調査は 2011 年度から 2015 年度まで 5 回にわたって、秘書科所属の専任教員全員で

実施したものである。調査方法は聞き取り形式を取った。 

訪問先企業・団体に対して予め秘書科卒業生の実態調査への協力の要請をし、より正確

な実態をつかむため、各企業の人事担当者あるいは卒業生が所属している部署の上司や教

育担当者に直接面会し、調査項目に回答していただく方法を取った。調査時間はおよそ 30

分程度を想定し、概ね想定時間内で調査できた。 

協力いただいた企業数はのべ 201 件で、図表 3 のとおりである。初年度 2011年は 86件

を訪問した。調査の目的の一つが企業のニーズを満たした学生を輩出できているかを調査

することであったため、それまで卒業生を受け入れてくれていた実績のある企業・団体で、

かつ現役で 2～3 年勤続の卒業生が在籍しているところをピックアップし訪問することに

した。次年度以降は規模を縮小して、前年度の卒業生が就職しているところ、あるいは秘

書科学生の就職活動に有益な情報収集、当該年度および翌年度の採用予定や計画を伺い、

求人市場の開拓という目的も兼ねて、できるだけ前年度の調査先との重複を避けて実施し

た。 

  

図表 3．訪問調査先 

訪問期間 調査件数 製造業 サービス業金融・保険 小売・卸売業 建設業 運輸・通信 医療

2011年8月～11月 86 28 16 11 20 11

2012年8月～11月 39 2 10 5 7 2 13

2013年8月～11月 29 8 6 3 7 5

2014年9月～翌年3月 24 6 4 2 5 3 4

2015年6月～7月 23 2 12 3 1 1 4  

インタビュー質問項目は、「１．企業の基本情報および最近の傾向」と「２．秘書科卒業

生評価」についてである。 

１．については、どのような人材を特に求めているか。４年制大学、短期大学、専門学
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校の卒業者の採用はどのような状況か。短期大学卒業者には何を期待しているかといった

内容の質問である。 

２．については、本学秘書科卒業生が他の大学や専門学校の卒業生と異なる、特に良い

点、特に悪い点を問うものである。評価項目は、（１）総合評価（２）意欲（３）社会性（４）

基本能力（５）その他応用的適応能力（６）知識（７）その他の全７項目である。（１）総

合評価は、概ね良好な回答が得られた。その良好と回答された内容について、特に良いの

はどのような点かを（２）～（６）の区分で回答を求めた。調査面接のときには、回答者

の各質問項目に対する答えやすさを考慮して、（２）～（６）の下位項目にあたる資質や能

力を表す語句を記したシートを見ながら回答してもらった。その結果を図表 4 に示す。 

 

図表 4．企業調査の回答 

年

基

本

的

な

勤

務

態

度

業

務

へ

の

取

組

姿

勢

学

ぶ

姿

勢

コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

マ

ナ
ー

女

性

と

し

て

の

品

格

教

養

事

務

処

理

能

力

情

報

処

理

能

力

業

務

へ

の

理

解

力

応

用

力

忍

耐

力

洞

察

力

企

画

力

資

格

専

門

的

な

知

識

2011 特に良い 54 55 38 42 49 17 16 36 14 32 18 16 9 10 3 4

(86) 特に悪い 1 2 3 1 2 4 2 1 3

2012 特に良い 27 28 19 26 15 10 9 10 7 18 7 15 3 2 7 4

(39) 特に悪い 1 3 2 1 1 2 1 5 3 3 3 3

2013 特に良い 18 17 9 15 12 8 7 12 6 13 6 6 7 3 3 2

(29) 特に悪い 1 1 1 2 1 1

2014 特に良い 20 18 18 12 10 9 4 10 6 11 7 10 1 4 4 2

(24) 特に悪い 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2015 特に良い 18 18 17 17 15 8 2 9 2 9 5 4 1

(23) 特に悪い 1

（ ）内の数値は調査件数

(2)意欲 (3)社会性 (4)基本能力
(5)その他応用的適

応能力
(6)知識

 

 

(2)調査結果と考察 

 ①意欲 

 職場での仕事に対する取組み姿勢・態度についての質問については、多くの企業から高

評価してもらえている。与えられた環境で与えられた仕事に取り組む姿勢が見られ、学ぶ

姿勢も評価されていることから秘書科卒業生が真面目に積極的な態度で業務に関与してい

ることがうかがえる。「意欲がある」と評価する根拠としては、以下のような回答があった。 

「システムの利用方法など、先輩から聞いたり自ら試行錯誤したりしながら真剣に取り

組んでいる」「自分が決めたことに一途に取り組んでいる」「まじめで辛抱強いので、将
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来のリーダーとして育てている」「明るさ、元気さ、笑顔に、働く姿勢が表れている」

「まじめに取り組み、努力している」「4年制卒業生に負けないレベルにあり、直属の上

司からも評価は高い」 

 仕事に臨む真剣さ、真面目さ、頑張りが評価されている一方で、悪いと評価された点で

は、「学生気分が抜け切れていない」「入社後間もない時期に退職した」などの意見があっ

た。 

 ②社会性 

 コミュニケーション能力、マナー、女性の品格という 3 つの下位項目に分けて、社会的

に好ましい資質、態度、能力について問うた。この項目の評価はコミュニケーション能力

とマナーについては、①意欲に次いで各年とも高評価を得られている。職場における人間

関係づくりには不可欠なコミュニケーション能力に関する評価点は、「上役や先輩など周

囲とのコミュニケーションが良好である」、あるいは「幅広い年齢層、客層のお客様（患者

様）とのコミュニケーションが良好である」、「対外的な電話応対などもきちんとできてい

る」などであった。 

 対して、悪いという評価では、「同僚と比べて、やや自己表現力が低い」、「形式的なマス

ターだけでは不十分」などがあった。 

マナーは、コミュニケーション能力育成とともに秘書科では特に教育の力点が置かれた

ところであり、学生の関心が高いところでもある。「特に良い」と評価している企業は半数

以下にとどまっているが、「特に」とまではいかないまでも「良い」とコメントしている企

業も多い。「期待以上である」、「他大学の卒業生に比べて断然、接客が丁寧である。」、「秘

書科の教育内容が理解できた」との回答もある。「秘書科 OG 社員が人事部に配属されビ

ジネスマナー講座で講師をしている。学生時代の学習が今でも生かされている。」のように

指導的な立場に立たせる企業も複数見られた。コミュニケーション能力やマナーの良さを

買われて、「販売職から秘書に抜擢した」という報告もある。 

悪い点としては、「意識がオンとオフの時（油断しているとき）との落差が大きい」「特

に接客等で問題はないが、親しい間柄とそうでない関係とがはっきりしている」という指

摘が見られた。 

女性としての品格という項目は、コミュニケーション能力やマナーと比べると、さほど

の評価は得られていない。悪いという評価が高いわけでもないので、品格が欠如している

ということでもなさそうである。コメントにも「女性として」というジェンダーにとらわ
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れた内容も言及されていない。 

③基本能力 

 基本能力の下位項目は、教養、事務処理能力、情報処理能力、業務への理解力の 4つで

ある。これらは、業務遂行に直結している能力群である。定型化された処理方法を理解し

て、確実に正確に業務を遂行する事務処理能力は当然のこととして求められる。ビジネス

に携わる者として、直接業務にかかわる知識の獲得は言うまでもなく、社会的な一般知識

として社会全般についての視野を広げて、自国内外の経済、文化や歴史などに対する造詣

を深めることも必要である。また、情報化社会においては、単に情報の収集だけでなく、

情報の見極めや情報の加工、分析や評価ができるような能力が必要である。身に付けた知

識や技能を的確に業務遂行に結びつけて行く能力を基本能力とまとめた。 

 事務処理能力と業務への理解力は評価するという回答が得られているが、知識と情報処

理能力は良い評価が高くない。「あえて言うなら情報収集能力が欠けているが普通」、「ずば

抜けているわけではないが平均的によくやっている」とのコメントのとおり、基本能力は

他大学と同等レベル、特に問題ないレベルと捉えられる。教養や業務への理解度について

のコメントとして「もっと視野を広く持ってほしい」、「秘書科卒業生に限らず、近年は物

事を表面的にしか捉えられず、業務内容を深層まで理解して行動できる人が少ない」、「短

大卒者は専門知識が大卒者に劣るのと、実際の業務は学校で習ってきた書物の中の知識だ

けでは太刀打ちできない」とあり、定型的な業務には対応できているが、さらに業務のレ

ベルを上げて幅を広げるための、積極的な知識の獲得や技能の習得など自己研鑚が求めら

れている。 

④応用的適応能力 

応用的適応能力の下位項目は、応用力、忍耐力、洞察力、企画力の４つである。前出③

の基本能力の知識や技能をもとに、主体的に働きかける意識を持った創造的な業務行動に

ついて問うたものである。他の①～③の評価と比較すると、「特に良い」と評価されるレベ

ルではないということがわかる。また、ここにきて他大学と比較して「特に悪い」という

評価が目につく。 

コメントでは以下のような指摘が見られた。 

「今後を期待したい」「将来的には企画できるように成長してほしい」「言われたことは

できるが、自ら積極的に動いて仕事を作り出すことができない」「一般的に忍耐のいる

ことは避ける傾向がある」「専門知識を広げる意欲が欲しい」「このあたりの能力は長く
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勤めていないと身についているかどうか判断しづらい」 

現時点では高い評価ではないものの、個人の頑張りを認めて成長を期待する回答が得ら

れた。 

⑤知識 

業務に関する知識や資格の取得に関する項目である。補助的な業務の一般職レベルの採

用であれば、特に専門的な知識や資格取得にこだわらないとする企業もある。専門的な知

識を要求する企業、例えば金融業などでは「入行後に研修などで専門的な知識や資格を取

得していくので特に問題ない」とする回答が多かった。その一方で、経理や財務に関する

業務では「学生時代に簿記や会計の知識を身に付けておいてほしい」との要望が見られた。

専門知識が必要か否かは、業種や職種によっても要求が分かれるようである。専門的とま

では要求しないが、その礎となる基礎学力やさまざまな資格、語学力向上へのチャレンジ

などの自己啓発を求めるコメントもあった。 

以上、企業への聞き取り調査から、秘書科卒業生の評価をまとめた。意欲や社会性につ

いては高評価が得られたが、応用的適応力や知識の項目では評価が分かれた。 

「2．DIY 教育システムの概要」でも述べたが、ビジネス実務者の養成を期待された短

期大学としての使命を果たすべく、秘書科の教育は、秘書教育を核として、豊かな人間性

を育み円滑な社会生活を営めるキャリア構築を目標としてきた。 

多くの女子大学生が在学中に秘書検定にチャレンジしその取得を目指すように、秘書職

は働く意識を持った女子学生にとって女性職のイメージが強い。日本企業の場合、秘書職

を経営者や管理者のブレーン役も兼ね備えた補佐という専門職として雇用するよりも、い

わゆる上司の雑務を引き受ける補助的庶務的業務を担当するのが秘書職であることが多い。

秘書科が新設された当時は、女性の社会進出が進んでいるとはいえ、総合職を目指すより

補助的な業務に従事する一般職として採用されるのが主流であった。したがって、秘書科

としては、秘書教育は、秘書職に就く人材を育成するものと限定せず、様々な職種、キャ

リア教育のスタートに必要とされる基本的なビジネス実務能力や技能の育成を目指す教育

という認識であった。いわゆるM 字曲線と呼ばれる、日本の女性の年齢階級別労働力率の

推移からも推察できるように、結婚や出産を機に離職する女性が多く就業年限が短いのが

特徴である。採用企業側も短いスパンで回転する女性社員に総合職男性と同等の成果を期

待できない。それを前提とした雇用計画を立てるため、社会的にも補助的な業務を遂行で

きる程度の人材育成が望ましかったのではないか。しかし、平成時代に突入すると、長期
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不況の影響による雇用状況の悪化、女子の大学進学者の増大、女性の社会進出を後押しす

るような制度の充実などを背景に、女子向けの教育から共学向けの教育へと大きく教育の

方向性の舵を切らなくてはならない時代になってきた。 

カリキュラムの改訂や教育活動の見直しが続けられ、DIY 教育システムを確立してきた

中でも、普遍的に秘書教育の中核を担う科目として秘書学概論や秘書実務演習などの名称

で脈々とビジネス実務指導が受け継がれ実践されてきた。指導内容は、女性としての特性

を生かしたきめ細やかなサポートができる人材、好感をもって受け入れられるような人材

の創出に徹底した内容である。社会人としての態度や姿勢、ビジネスに従事する者として

のマナーなどの内面的な教育が学生に浸透した結果が、意欲や社会性の項目で企業の高評

価を得られたのではないかと考える。2012 年度から年度末には、2 年生を対象としたアン

ケート調査「秘書科 2年間を振り返って」を継続的に実施している。その中で、自分の成

長度を 5 点満点で自己採点する項目がある。その結果、「マナー」、「社会人の意識」、「コミ

ュニケーション力」については得点が高く、学生自身も自己の成長を自覚していることが

わかる。自他が認める、就業意欲の高さやマナーの良さは秘書科アイデンティティの一部

になっていると考える。 

他方、企業に高評価を得られなかった応用的適応能力などの業務に直結する能力の育成

については短期大学のカリキュラムの限界と言わざるを得ないのではないか。短期大学は、

そもそも大学の一機関ではあるがビジネス実務者の養成を期待された機関である。短期大

学では知識や技能の修得は時間的な制約から、表層的であったり導入的な範囲に留まざる

を得ない。専門的な学問を習得するのが主目的であれば、やはり 4 年制大学への進学を選

択することになろう。企業調査の結果には、人間的な魅力を高め表現できる人材を養成す

る秘書教育のこだわりと限界が表れていると考える。 

さて、先にも述べたが、短期大学秘書科は 2016 年に廃止となった。しかし、秘書科で

培われた DIY教育システムを活かし、グローバル化に対応した、より高度で柔軟な対応力

や語学力等の養成を目指し、現在は 4年制安田女子大学の現代ビジネス学部現代ビジネス

学科へ統合されている。 

企業の調査で、「他と比較して良い」と秘書科での教育が評価されたものは、4年制大学

のビジネス実務教育でも養成されることが望ましいものではないかと考える。つまり、「社

会性」や「就業意欲」の養育である。毎年公開される経済団体連合会の「新卒採用に関す

るアンケート調査」では、選考にあたって特に重視した点の上位に、社会性の下位項目で
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ある「コミュニケーション能力」や就業意欲としての取組み姿勢に表れる「責任感」、学ぶ

姿勢の源としての「チャレンジ精神」が常にあげられる。専門的な知的教育とともに、教

育機関から企業への移行をスムーズにする初歩的なスキル教育もキャリア教育としては必

要であろう。 

 

４．これからの秘書教育 

 近年、女性の社会的進出が加速すると同時に、女性の就業行動も変化している。女性の

就業をバックアップする社会政策も相次いで打ち出され、男女雇用機会均等法（1985年制

定，1997 年改訂）、男女共同参画社会基本法（1999年制定）などの法令が制定・施行され

た。このような時代の趨勢に呼応するように、女性の 4 年制大学への進学率は、1985 年

13.7％、1995年 22.9％、2005 年 36.8％（学校基本調査, 2017）と着実に高くなっている。

最近の 2017年の調査では 49.1％と、同年の男性の大学進学率の 55.9％に迫る勢いで女性

の教育水準が高まっており、男女の教育水準の差は確実に縮小している。このことから、

大学を卒業して就労する時点での人的資源としての女性と男性との格差も縮小傾向にある

といえよう。優秀な女性の輩出は労働力として大いに期待される。 

4 年制大学の専門性を高める教育に対して、短期大学の秘書教育で評価されるものは何

か。先にも示したとおり、短期大学は「職業又は実際生活に必要な能力を育成することを

主な目的とする」高等教育機関であるから、職業的にも社会的にも自立を果たすために必

要な資質能力の養成が期待される。本研究でまとめた調査結果の中で、専門性の高い大学

教育を受けた女子との比較で評価が高かった分類「意欲」や「社会性」は、まさに短期大

学でのキャリア教育で養いたい資質といえよう。このような資質の涵養は、秘書科では

DIY 教育システムのもとで取り組んできた人間教育と実学教育の両輪が有機的にかみ合

い成果を上げてきた。 

聞き取り調査では、職種にもよろうが、専門性はあまり問わないという回答が少なくな

い。雇用者側としては、業務に従事する過程で専門的な知識や技術は獲得できる、あるい

は獲得してほしいという期待を持つ。むしろ、そのためにも意欲的に業務をこなす人材、

積極性のある人材、周囲との関係を良好にできるような社会性を持った人材を望んでいる。

きめ細かい実務指導を信条とする短期大学で、こうしたいわゆる人柄を磨くような教育の

充実を目指すことこそ、地域社会が期待することではないかと考える。 

30年前の秘書科設立当初とは企業組織も業務内容も働き方も変化している。AIによる
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技術の進歩や更なるオートメーション化は新しいビジネスを生み、そこには新しい職業

が誕生する可能性がある。秘書教育で醸成される、仕事に対する積極的な関与意欲や社会性

も特徴にはなるが、AI ではかなわない能力、単純にデータの蓄積だけでは応答できないも

の、例えば、柔軟な人との関わり方やコミュニケーションスキル、新しいことを生む出す力

や臨機応変な問題解決力などの養成である。これらの能力は、調査結果で見ると、期待に応

えきれておらず、まだまだ鍛える余地がある。 

これからの高等教育機関での秘書教育は、これまでの職業的・社会的自立に必要な能力や

資質の醸成を目的とする教育を主軸として遂行しながらも、将来的な働きの変化も見据え

ながら、連携先である地域社会のニーズを洞察し対応していく可変的な教育であり続ける

ことが求められる。 

本実態調査報告を足掛かりの一つとして、現代ビジネス学科秘書ビジネスコースでの秘

書教育について、これからの時代に相応しい教育内容の充実を図るべく、研さんに励む所存

である。 

以上 
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【論文】 

オーストラリア連邦トゥウーンバ市の路線バスによるスクール輸送 

 

水谷 昌義 

 

 概要 

オーストラリアのトゥウーンバ市の公共交通機関であるバスは、一般客に提供する乗り合いと、スクールバ

スを営業している。登下校時、一部のバスは本来の路線を離れ、近隣の学校へ生徒を送り迎えする。

2017年 2月の調査に基づき、一般路線によるスクールバス営業の実態を解明し、利害得失を検討する。 

 

 

 はじめに 

 

 オーストラリア東部のトゥウーンバ(Toowoomba)市では、bus queensland Toowoomba 社が市内バス

を運行している。一般客を輸送する路線バスと、通学生のためのスクールバス運行とがある。スクールバ

スは、決まった時間に大人数が決まった目的地(または出発地)を利用するものであり、普通の客にとって

は運行区間が便利なものではないし、混雑防止の目的もあって、一般客は乗車できない。ところが、バス

1 台分に相当するほどのまとまった人数がいない場合、スクールバスを毎登校日に運行するのは不経済

である。そこで、トゥウーンバ市では、利用人数の少ない方面へのスクールバスは運行せず、路線バスが

本来の運行ルートをはずれて学校まで迂回し、通学者を輸送する方式がとられている。2017年 2月にそ

の詳細を現地調査した。 

 

 

1. トゥーンバ市の市内バス 

 

 ト ゥ ウ ー ン バ市で バ ス を運行す る bus 

queensland Toowoomba社はクイーンズランド州

政府が 2007年 12月に設立した qconnect という

企業連合に所属している。qconnect はクイーンズ

ランド州内の 18 都市で市内バスをそれぞれ運行

しているバス会社の連合組織である。加盟全社乗

り放題の 1 日乗車券や１週間乗車券の発売もして

いる。 

 トゥウーンバ市内で qconnect が運行するバス路線は、市街地のみを運行する 6 路線と、市内ではある

が市街を外れた住宅地まで運行する 1 路線、市外まで運行する 1 路線がある。すべての路線がダウンタ

ウンにある Toowoomba bus stationに出入りする。また、James Stにある Clifford Gardens(ショッピン

Fig.1  市街地のバス 於USQ 
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グセンター)は市街地を運行する 5路線が経由する。さらに、市内南部のUSQ(University of Southern 

Queensland)もバス路線の要衝となっており、市街地を運行する4路線の起終点となっている。本稿では

市街のみを運行する 6 路線を論議の対象とする。6 つのバス路線には Route 1,2,4,5,6 と振られた路線

Fig.2  Toowoomba市街バス路線図 出典[3] 
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と、Kan-go と呼ばれる路線とがある。Kan-goは実質的には Route 3に相当するが、営業政策上、特別

な名称が付され、車両も他の路線とは異なる形状のもので運行されている。 

 市内はゾーン分けされていて、乗車したゾーンと下車するゾーンによって運賃が決まる。乗車時に運転

手に下車地を告げ、前払いで運賃を支払う。下車時はストップベル(押しボタン)により運転手に知らせると、

最寄の停留所に停車する。ストップベルは少なくとも 100 メートル手前までに押すよう注意書きがあるが、

柔軟に停車してくれるようであった。 

運行は月曜～金曜日と土曜日とでスケジュールが異なり、土曜は減便、日曜は運休となっている。スクー

ル運行は土曜も運休である。 

 路線図・時刻表は、紙で配布されるもの(ウェブサイトに掲載されているものも同内容)と、各バス停に掲

示されているものがある。前者には、主なバス停のみ掲載だが、すべてのバス運行が載っており、スクー

ル運行などのことも説明されている。バス停の時刻表は、そのバス停に来るバスが時間順に記載してある

だけのものが標準であるが、スクール運行の説明書きがしてあるところもあった。路線図にはスクール運行

の路線は描かれていないが、bus stationに掲出されている路線図だけはスクール運行の路線の一部が

記載されていた。 

 紙の時刻表の説明には、記載順に A,B,C,…の記号が振られており、本稿でも基本的にはその記号を

用いる。ただし、記号が違っていても朝と夕の運行時間帯の違いだけの場合もある。 

 運行路線の記述は、通過する通りの名称と、次の通りに入るときの右左折の方向を次々と示すことで表

示する。アンダーラインを付した通り名はほんの短距離だけその通りを経由するという場合を示す。細か

い経路を別に書き出した場所は「～」で示した。Route1,2,5,6 の北側の終点は、住宅街を一回りしてもと

の大きな通りに戻ってくる運行形態となっていて、住宅街のなかは一方向のみの運行となっている。 

 本稿では運行区間の順方向を「下り」、逆方向を「上り」と呼ぶ。また、[2],[3]の地図をはじめ、オーストラ

リアで市販の地図である[1]でも、ストリートを St と略記した後ろにピリオドを付けていないので、本稿でも

その形に倣って表記している。 

 

 

2. Route 1 Harlaxton～USQ 

 

 路線図には黄色の線で記載されている、街を南北に走る路線である。区間運転を含めて平日 11往復、

土曜日 8往復の運行である。 

 

基本路線  Harlaxton ～  Ruthven St 右  North St 左  Kenilworth St 左  Jellicoe St 右 

Ruthven St ～ bus station ～ Margaret St 左 Clifford St 左 Gogges St 右 Prescott St 

～ Toowoomba Hospital ～ James St 左 Anzac Av 左 Stephen St 右 Fourth Av 右 

South Av 左 Burton St 左 Buckland St 右 Drayton Rd 右 Friend St 左 Arabian St 右 

Stenner St 左 Gipps St 左 Ball St 左 Luck St 右 Wuth St 右 West St 右 Baker St 右

USQ 
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Harlaxton 住宅街の中(反時計回りのみ ) Ruthven St 北上  左  Coonan St 右  Doyle St 左 

Glesson Cr1 左 Dwyer St 右 Kelly St 左 O’Brien St 左 Mooney St 左 Coonan St 右 

Doyle St 左 Griffiths St 右で Ruthven St南下に戻る 

 

bus station付近下り Ruthven St南下 左 Russell St 右 Neil St 右 bus station 右 Neil St 右 

Margaret St西行 

bus station付近上り Margaret St東行 左Ruthven St 右 Russell St 右 Neil St 右 bus station 

左 Neil St 左 Russell St 右 Ruthven St北上 

 

Toowoomba Hospital付近 Prescott St南下から直進で Pechey St 右 病院正門から構内に入る ロ

ータリー右 病棟前を通る 右 病院北側の道(名称なし) 左 Pechey St 左 James St西行 

 

 「James St 左 Anzac Av」 は交差

点を左折せず、交差点北東にある

Clifford Gardens(ショッピングセンタ

ー)の駐車場に James St から交差点

より手前で右折して入り、駐車場内に

ある停留所に止まる。駐車場から左折

で交差点よりも北の地点の Anzac Av

に出て、交差点を直進する。上りは

Anzac Av から交差点を右折して

James St に入り、左折して駐車場に

入る。駐車場から左折で Anzac Avに

出て、交差点を左折して再度 James Stに入ることになる(Route 2,4,5,6 も同様)。 

                                                   
1 Crは crescentの略。三日月形に曲がっている街路。 

Fig.3 Clifford Gardens付近の運行 

青：下り 赤：上り google mapに加筆 

Fig.4  bus station 付近の運行 

  青：下り 黒：上り   [2]に加筆 

Fig.5  Toowoomba hospital 

 付近の運行  google mapに加筆 
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 Harlaxton 住宅街のなか、Kelly St 中ほどにある Kelly St バス停が実際の起終点となっている。

「Coonan St 右 Doyle St」が 2 回あるが、同じ交差点に対向して来て、それぞれ右折して反対方向に

行く運行経路である。 

 bus stationへは、Margaret St東向きで来た場合、どの Routeでも Fig.4黒のように迂回して入る。 

 Toowoomba Hospitalでは、下りでも上りでも Pechey Stに入ってから戻るまで、病院敷地内の通り方

は同じである(Route 2,4 も同様)。平日は 7往復、土曜日は全便が立ち寄る。 

 

 スクール運行は 2校、3経路設定がある。うち 1校には下校時の設定がない。 

スクール運行 A  North St 右 Stuart St 右 Chilcote St 右 Hume St 左 North St 

 下り 8:05頃、上り 15:25頃に、Ruthven St とNorth Stの交差点で基本路線から分岐し、Stuart St

沿いの Toowoomba State High School に立ち寄って、もとの地点に戻る。学校に停車してから、

Route2の路線も通っている Jellicoe Stではなく小路の Chilcote St を通って戻る理由は不明である。 

 

スクール運行 C  Herries St 右 Ruthven St 左 Perth St 左 Hume St 左 James St 

 下り 8:20頃、Clifford Stから左折して分岐し、Perth Stの St Saviour’s Collegeに立ち寄り、

Prescott St と James Stの交差点で基本路線に戻る。分岐してから戻るまでの間は基本路線を通らな

い。この便はHospitalには立ち寄らないので、基本路線に合流する時は直進となる。(Fig.7の橙色) 

 

スクール運行 D  James St 右 Ruthven St 左 Perth St 左 Hume St 左 James St 

 上り 8:05頃、James St から Prescott Stに左折せず直進して基本路線から分岐し、St Saviour’s 

Collegeに立ち寄り、元の場所に戻る。この便はHospitalには立ち寄らないので、基本路線に合流する

時は右折となる。(Fig.7の水色) 

 

Fig.6 Route1-A  [3]に加筆 Fig.7  Route1-C,D  [3]に加筆 
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 また、スクール輸送ではない B運行もある。 

B運行  Drayton Rd 左 Stenner St 右 Platz St 

 下り 8:45頃と上り 15:05頃、17:15頃の 3便だけ、

Drayton Rdから Friend Stに曲がらず直進する形で

基本路線から分岐し、Wuth Stで再合流する。沿線に

学校はなく、目的は不明である。直進してそのまま

Wuth Stに合流するのなら客のいないところをショート

カットしたとも考えられるが、特にそれほどの近道にもな

っていない。また、B運行をする上り 2本の間の、上り

16:10頃の便は基本路線を走る。 

 

 

3. Route 2 Glenvale～Mount Lofty 

 

 路線図には紺色の線で記載されている、街を西から北東方面に走る路線である。区間運転を含めて平

日 10往復、土曜日 8往復の運行である。 

 

基本路線 Glenvale  Glenvale Rd 左 Silk Oak Dr 右 Hursley Rd 右 Greenwattle St 左

Glenvale Rd 右 Mile St 左 Phyllis St 左 Anzec Av 右 James St ～ Toowoomba 

Hospital ～ Prescott St 左 Gogges St 右 Clifford St 右 Margaret St 左 Neil St ~  

bus station ~ Neil St 右 Chalk Dr 左 Hume St 右 Bridge St 右 Mary St 左 

Campbell St 左 Curzon St 右 Bridge St 右 Mackenzie St 左 Alford St ～ Mount 

Lofty 

 

Mount Lofty 住宅街の中 (時計回りのみ)   Alford St 西行  右  Stuart St 左  Jellicoe St 右 

Wyndham St 右 North St 左 Stuart St 右 Garvay St 右 Talinga St 左 Ure St 右 

Ross St 左 Alfred St 右 Martini St 右 Rifle Range Rd 左 Benjamin St 左 North St 右

Mary St 左 Alford St東行に戻る 

 

 Hume Stから Neil St の経路は、下りはChalk Dr だが、上りはCampbell Stを通る。Mount Lofty

住宅街の入口、Alford St と Mary St の交差点が実際の起終点となっている。すなわち、バスは起点を

出発すると、住宅街を一周してから市街に出ていく。Toowoomba Hospitalには全便が立ち寄る。 

 

 スクール運行は 3校に対して設定がある。 

スクール運行A  Margaret St 右 Hill St 右 Clairmont St 右 Taylor St 右 Cory St 左 Russell 

St 右 Clifford St 左 Margaret St 

Fig.8 Route1-B  [3]に加筆 
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 運行 D も同じ経路である。8:10頃と

15:35頃、Mount Loftyから bus 

station行として到着したバスが、この

スクール運行をして再び bus station

に戻り、そのままMount Lofty行とし

て通常運行をする2。Margaret St沿

いの St Mary’s College、Taylor St

沿いの St Ursula’s Collegeのための

スクール運行である。 

 Taylor Stから Russell Stに渡る道

は Cory Stであるが、すぐ一筋隣りに

は Route 5 も運行するWest St という大通りがあるのに、どの路線も運行しない小路を使う理由は不明

である。また、Russell StからMargaret Stに渡る道は、time tableには Clifford Stの一筋先の

Mylne St と記載されている。[1]によれば、Clifford Stはこの区間ではMargaret Stから Russell St

方向への一方通行と表示されている。しかし、調査時点では双方向通行であった。よく見ると、両方向で

道の造りが違っていた。すなわち、最近、拡幅されて両方向の通行できるようになり、経路が変更されたも

のと推測できる(Fig.9の水色の線がMylne St)。 

 

ス クール運行 B   Stuart St 左  Adam St 左 

Prospect St 

 8:30 発の下りが Stuart St から Jellicoe St に左折せ

ず直進して、Toowoomba State High Schoolに立ち寄

って、Jellicoe Stに戻る。わずかな距離だが、分岐してか

ら戻るまでの区間は Jellicoe St を通らず、通らない区間

内にある Jellicoe Stバス停で待っていてもバスは来ない

ことになる(Fig.10の水色)。 

 

スクール運行 C  Stuart St で North St から Bridge 

Stまでショートカット 

 15:35 頃の下りが、North St から左折せず右折で

Stuart St に入り、住宅街を回ることなく、沿道の

Toowoomba State High Schoolに立ち寄って、東側の

遠回りも省略して Bridge St まで直行する。この運行自

体は bus station 止まりであり、そこから先の Glenvale

方面の運転はすでに終わっているので、生徒たちをすば

やく bus station に送り届けるだけの運行ということにな

                                                   
2スクール運行区間で車体の行先表示を city行(bus station行であることを示す)としていることも、すで

にMount Lofty行としていることもあった。運転手による違いであろう。 

Fig.9 Route2-A,D  [3]に加筆 

Fig.10 Route2-B,E,F  [3]に加筆 
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る。(Fig.10の橙色の経路) 

 

スクール運行 E Mary Stで起終点と Bridge Stをショートカット 

 運行 F も同じ経路(逆方向)である。上りの最終便と下り最初の 2便が東側の遠回りを省略する。利用者

がいないところを省いた運行であろう。下りの 2 本目は終点に着くとすぐに上りの運行に就き、スクール運

行 Bで Toowoomba State High Schoolに立ち寄る。City方面からの生徒輸送を目的としていることが

窺える。下りの 1 本目も終点に着くとすぐに上りの運行に就くが、これと上りの最終は回送に近いもので、

これは特にスクールのための運行ではないとみなしたほうが妥当である。(Fig.10の紫色の経路)  

 

 

4. Route 4 USQ～Toowoomba Plaza～City～USQ 

 

 路線図には茶色の線で記載されている、街の南の USQからダウンタウンに出て再び USQに戻る循環

路線である。逆回りも運転されている。time table で先に掲載されているのは時計回りの経路である。時

計回りが平日 10便、反時計回りは 10便と区間運転 1便、土曜日は双方とも 8便の運行である。 

 

基本路線 USQ 左  Baker St 左  West St 右  Spring St 左  Ruthven St 右  Stenner St～ 

Toowoomba Plaza ～Stenner St左 Hume St 左 Alderley St 右 Ruthven St 左 James 

St ～ Toowoomba Hospital ～ James St 右 Anzac Av 右 Hill St 左 Margaret St ～ 

bus station ～ Margaret St 右 Kitchener St 右 Ramsay St 左 Flinders St 右 Skehan 

St 左 Cassia St 右 Mackenzie St右 Spring St 左 Ruthven St 右 Nelson St 右 West 

St 左 Baker St 右 USQ 

 

 Stenner St沿いにあるToowoomba Plaza(ショッピングセンター)では、駐車場の奥にある停留所まで、

どちらの方向のバスもはいってくる。遅延がなければ、Route 5 のバスとの乗り換えも考慮されている。

Toowoomba Hospitalに立ち寄るのは、平日時計回り 6便、反時計回り 5便、土曜日は全便である。 

 

 特記されている運行は 3種類ある。 

スクール運行 A  Margaret St 沿いの St 

Mary’s Collegeで停車 

 8:20ころの両方向と、15：10頃の時計回りが、

St Mary’s College の前で停車すると、time 

table にわざわざ記載してある。この学校の前を

Margaret Stで通ることは、Route 4の基本経

路上にあり、他の時間でも停車しているのに、こ

の 3 本だけを特別に記載しているのはとても不

自然であり、理由も不明である。 

 Fig.11 Route4-B  [3]に加筆 
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スクール運行 B Perth St 左 Louisa St 左 Long St 左 Geddes St 右 Perth St 

 8:20 頃と 15:15 頃のそれぞれ両方向が迂回してくる。Perth St と Louisa St の交差点のはす向かい

にある、St Saviour’s College の生徒の便を図る。ただ、交差点の向きに学校の門はなく、敷地としても

少し距離がある。また、学校からバスに乗り降りするには道路を 2度渡らなければならない。もう 1ブロック

先まで運行して門の前まで行くべきである。そもそもこの学校の西側の Ruthven St は Route 4 の基本

経路上にあるのだから、時刻の設定をうまくやれば迂回ルートの運行は必要なくなるであろう。 

 

運行 C Stenner St 左 Fuchsa St 左 Bouganvillea Dr 左 Snapdragon St 

 沿道に学校はなく、これは特にスクールのための

運行ではない。15:35 ころの時計回りだけの運行で

ある。time table には運行 C として他の運行と同じ

ように経路が説明されているだけでなく、time table

上の時刻も色刷りにしてあり(Fig.13)、さらにもう一度

特記して宣伝してあ る

(Fig.14)というほどの力の

入れようである。本来の経

路であるMackenzie Stか

らそれほど距離があるわけ

でもなく、運行の趣旨がよくからない。一度乗ってみたが3、沿道に住む住人が

何人か降車しただけだった。 

 以上のように、この Route 4 で特記されている運行は、どれも目的が釈然としない。営業政策上の何か

がなければ説明がつかないものばかりである。 

 

 

5. Route 5  Airport Estate～USQ 

 

 路線図には青の線で記載されている、街の北部の Airport Estateの住宅街から、ダウンタウンを通り、

街の南の USQ までの路線である。区間運転も含めて平日 10 往復、土曜日 8 往復の運行である。他の

                                                   
3 C経路を運行する便は、B経路も運行する。bas stationから乗車して USQまで行くというと、このバ

スはぐるぐる回って時間がかかるので他のバスにしたほうがいい、と運転手が忠告してくれた。 

Fig.12 Route4-C  [3]に加筆 

Fig.14  Route4-Cに関する特別な説明  出典[3] 

Fig.13 時刻を 

 色表示 出典[3] 
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Routeに比べて、長い距離の路線である。 

 

基本路線 Airport Estate ～ North St 右 Richmond Dr ～ Wilsonton Shop ～ Bridge St 右 

McGregor St 右 Tomkinson St 左 Greenwattle St 左 Taylor St 右 Tor St 左 Davis St 

左 Anzac Av 左 Holberton St 右 Campbell St 右 West St 左 Russell St 右 Clifford St 

左 Margaret St ～ bus station ～ Nail St 左 Herries St 右 Hume St 左 South St 右 

Geddes St 左 Alderley St 右 Ramsay St 右 Stenner St 左 Lemway St 左 Kratzmann 

Ct 左 Muller St 右 Spring St 左 Kearney St 右 Nelson St 右West St 左 Baker St 右 

USQ 

 

Airport Estate 住宅街の中(反時計回りのみ)  North St 西行 右 Greenwattle St 左 Kingsford 

Smith Dr 右 Earhart St 左 Wirraway Dr 左 Wright St 左 Lindberg St 右 Truscott St 

左 Paul St 左 Greenwattle St 右 North St東行 

 

Wilsonton Shop 付近下り  Richmond Dr 南下  左 

Fitzpatrick St 右  Erin St 右  Hooper St 

Wilsonton Shop通り抜け 左 Richmond Dr 左 

Bridge St東行き 

Wilsonton Shop 付近上り  McGregor St 北上  右

Bridge St 左  Erin St 左  Hooper St 

Wilsonton Shop 通り抜け 右 Richmond Dr 北

上 

 

 time tableの路線図(Fig.2)によると、bus stationの南

側では、下りと上りとで別経路を通るように描かれている

が、実際は同じ経路を通っていた。Airport Estate 住宅

街内の最後の左折の直前に Paul St バス停があり、そこ

が実際の起終点となっている。バスは起点を出発すると、

住宅街をもう一度一周してから市街に出ていく。 

 Wilsonton Shopでは、Hooper Stからそのまま直進し

てショッピングセンターの駐車場に入り、駐車場内のバス

停を経て、通り抜けて出て行く。下り(Fig15 青）と上り

(Fig15 橙色）とで方向を変え、バスの乗降場も向かい合

わせにしてあり、誤乗を防いでいるのであろう。ここを通る

Route 6 も下りと上りで方向を変えているが、Route 5 とは全く逆の向きの経路をとっている。 

 Route 4 と同じように、Toowoomba Plazaでは駐車場の奥にあるバス停まで入ってくる。 

 

 スクール運行は 4校に対して設定がある。 

Fig.15 Wilsonton Shop付近 [1]に加筆 
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スクール運行 A  Anzac Av 左 Stephen St 左 

Hennssy St 左 Harristown High Schoolを

往復 

 運行Gも同じ経路である。7:50頃の下りと 15:05頃

の上りが、Davis St と Anzac Av の交差点 4の

Clifford Gardens に一度入る。そこから Anzac Av 

に出たら交差点を直進して、Hennssy St沿いにある

Harristown High School のバス発着所まで行く。

乗降後、来た通りの道順で戻り、Clifford Gardens

に再び立ち寄る。 

 

 

 

スクール運行 B  Perth St 左  Louisa St 左 

Long St および Geddes St 右 Louisa St 右 

Ramsay St 右 South St 

 15:05頃の下りが、Route4-B と同じように、Perth 

St と Louisa St の交差点にある、St Saviour ’s 

College にまず立ち寄る。その間、基本経路は通ら

ない。一旦、基本路線に戻り、South St と Ramsay 

St の交差点で右折せず左折して、Centenary 

Heights High School に寄り、分岐地点に戻る。 

同校は、[3]では South St の南側に描かれている

が、実際には北側にある。(Fig.17 の紫色と橙色の

経路) 

 

スクール運行 C  Wilsonton Shop に入らず 

Richmond Drを Bridge St まで直進 

    および Taylor Stから Tor Stに曲がらず

West St まで直進 

 起点 15:35発の便は、なぜかWilsonton Shop

にも Clifford Gardens にも立ち寄らず、ショート

カットを続けて、Taylor St 沿いの St Ursula’s 

College に急ぐ。結局 16 時近くに同校に着くこと

になるが、終業時刻にはやや遅いのではないか。

（Fig.18 と Fig.19の橙色経路) 

                                                   
4 この交差点で、James Stは Davis Stに名前が変わる。 

Fig.16 Route5-A,G  [3]に加筆 

Fig.17 Route5-B,D   [3]に加筆 

Fig.18 Route5-C,E  [3]に加筆 
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スクール運行 D  South St 左 Ramsay St 左 Cranley St 左 Geddes St および 

     Long St 右 Louisa St 右 Perth St 

 B運行と同じ学校に生徒を送る。8:00頃の上りが、Ramsay St と South Stの交差点で左折せず右折

して、Centenary Heights High Schoolに寄り、分岐地点に戻る。基本路線を少しだけ走り、Long Stで

分岐する。Perth St と Louisa Stの交差点のはす向かいにある、St Saviour’s Collegeに寄って戻り、

その間、基本経路は通らない。(Fig.17の水色と紫色の経路) 

 

スクール運行 E  Margaret St 右West St 

 8:10 頃の上りが、Margaret St から Clifford 

St に右折せず直進する。time table には、St 

Mary’s College に寄るかのような記載があるが、

学校の前に行かずに Margaret StからWest St

に右折してしまう。そして、Russell St との交差点

で基本路線に合流する。time table には、St 

Ursula’s College に寄るかのような記載がある

が、こちらも学校の前には行かず、レギュラーの基

本路線を通るだけである。他のスクール運行に比

して、サービス度の低いスクール運行のようだ。

（Fig.18の水色) 

 

スクール運行 F   North St 沿いにある

Toowoomba State High School 

Wilsonton Campus のスクールバス発着

所に乗り入れる 

 8:40 頃と 15:30 頃の上りが、右折してスクールバス発着所に乗り入れる。すなわち、生徒たちが道路を

渡らなくて済むサービスである。どこの

学校でも、登下校時には学校前の横断

歩道に交通整理員が出て生徒らの安全

を確保しているが、バスが道路を渡った

ほうがより安全であるということだろう。[3]

の路線図では、TSHS の位置がやや東

寄りに描かれているが、実際のキャンパ

スは Fig.19 の黒枠の範囲で、バス発着

所は Richmond Dr との交差点より西寄

りにある。North St西行きのバスは西側

の入り口から右折で入って来て、東側出

口からまた右折でNorth Stに戻る運転Fig.20  TSHS Wilsontonのスクールバス発着所 

Fig.19 Route5-C,F   [3]に加筆 
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である。下りは学校から道路を渡る必要がないので、North Stの道路端のバス停に発着する。 

 

車両運用の都合から許される便乗ルート 

 Route 5の路線は、Airport Estateの住宅街を回ってNorth Stに出入りするものであるが、Fig.19に

黄色の囲みをしたように、路線図では、Greenwattle St と Kingsford Smith Dr との交差点から北に、

赤の路線(Route 6)に達するまで Greenwattle St上に青い路線が描かれている。これは印刷ミスなどで

はなく、time tableにもバス停の時刻表にも記載のないサービス運行である。 

 運行の都合で、Route 5の上りで Airport Estateに到着した車両が、次に Route 6 として運行される

場合がある。例えば 14:55終点着の上り運行は、引き続き 15:05発のRoute 6として出発する。このとき、

Route 5の終着前のバス停から、Route 6の経路上にある行き先まで乗車を希望すると、そのまま乗車し

ていくことが認められている。出発時刻までの時間調整の間待たされることはあるが、車内にとどまってい

ることができるのである。逆向きも、Route 6で 15:32に着いた車体が Route 5の 15:35発になるときな

ど、双方向で便宜が図られていることが確認できた。ただし、Route 5で到着した場合は Route 5で折り

返すものがほとんどであり、その場合は当然このルートは経由しない。すなわち、Route 5から 6(またはそ

の逆)に抜けるものは滅多になく、それこそ地元の利用者しか知らないサービスであった5。路線図にわざ

わざ記載してあることは、律儀と言えるかもしれないが、事情を知らない訪問者にとっては混乱の原因とな

っているとも言えよう。 

 

 以上のように、この Route 5ではさまざまなサービスがなされていることがわかった。 

 

 

6. Route 6  Wilsonton Heights～USQ 

 

 路線図には赤の線で記載されている、街の北部の Wilsonton Heights の住宅街から、ダウンタウンを

通り、街の南のUSQまでの路線である。区間運転も含めて平日 13往復、土曜日 9往復の運行である。 

 

基本路線   Wilsonton Heights ～  Wine Dr 左  Tor St 右  Hogg St 右  Esmond St 右 

Makepeace St 左 Holberton St 右 North St 左 Richmond Dr ～ Wilsonton Shop ～ 

Bridge St 左 Gordon Av 右 Jellicoe St 右 Hillside St 左 Bridge St 右 West St 左 

Norwood St 右  Mort St 左  Russell St 右  Neil St ～  bus station ～  Neil St 右 

Margaret St 右 Hill St 左 Anzac Av 左 James St 右 West St 右 Baker St 右 USQ 

 

Wilsonton Heights住宅街の中(反時計回りのみ)  Wine Dr西行 右 Traminer Dr 左 Saltram St  

左 Greenwattle St 左 Barooga Ct 左 Traminer Dr 右 Wine Dr東行 

 

                                                   
5 何回か足を運んでやっと解明できた特別サービス運行である。うまく選んで使っている利用者の乗車も

確認できた。 
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 上りは bus station から出るときに左折して

Russell St に向かわずに 、 右折 し て

Margaret St に出る。Margaret St と Mort 

St は交差していないので、Margaret St 西

行き  右  Clifford St 右  Russell St 左 

Mort St 北上の経路を通る。すなわち、

Russell St 上の Ruthven St から Mort St

の間は上りのバスは通らないことになってい

る 。 つ ま り 、 Margaret St の Grand 

Central(ショッピングセンター)前のバス停に

は、両方向の Route 6 のバスが来ることにな

っている。 

 Wilsonton Shop 付近では、Route 5 で述べたように、上下で別

経路をとるが、Route 5 の走行経路と反対の向きである(Fig.22 参

照)。 

 Wilsonton Heights住宅街の中の Traminer Dr上の Saltram 

St との交差直前に Traminer Dr バス停があり、そこが実質的な起

点になっている。また、住宅街に入る直前の Wine Dr 上に Wine 

Dr バス停があり、実質的な終点になっている。上りに乗って終点に

向かうと、Wine Drバス停への到着によりそこで降りるよう促されるが、

Traminer Dr バス停以遠まで行く意思を伝えると、先まで乗車でき

る。 

 

 

 

 

 スクール運行は、これまでにも出てきた 2 校

に対して 3経路ある。 

 

スクール運行 A  Draton Rd 右 South St 

右  Hennssy St 右 Harristown 

High Schoolを往復 

 7:50頃と 15:15頃の上りが、West Stから分岐して、Harristown High Schoolのバス発着所までを往

復する。Roue5-A,G と同じ行き先である。(Fig.23の青の経路) 

 

スクール運行 B  North St沿いにある Toowoomba State High School Wilsonton Campusのスク

ールバス発着所に乗り入れる 

 7:40頃と 15:20頃の下り、8:40頃と 15:15頃の上りが、North St と Richmond Drの交差点からちょ

Fig.21  bus station 付近の Route 6の運行 

  青：下り 黒：上り   [2]に加筆 

Fig.23 Route6-A,C   [3]に加筆 

Fig.22 Route6-B  [3]に加筆 
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っとだけ足を伸ばしてくる。 

 

スクール運行 C  Stephen St 左 Hennssy St 左 South St  

 15:40頃の下りがWest Stから分岐して、Hennssy St 沿いの Harristown High Schoolのバス発着

所に入り、再びWest Stに戻る。往復でなく通り抜けなので、West Stの一部を通らない。朝の設定はな

い。(Fig.23の橙色の経路) 

 

 West St北上と Draton Rd との出入りには信号がないのでスクール運行 Aの運行経路は納得できる。

一方、West St南下からでは、A,C どちらの経路でも信号右折が必要になるが、だからといって A と Cで

わざわざ経路を違えている理由は不明である。また、朝の C運行が設定されていない訳も不明である。 

 

 

7. Route Kan-go  Grand Central～Rangeville 

 

 この路線は特別な運行形態

となっている。Rangeville 地

域は町の南東部にあるが、そ

の北のへ りにある Range 

Shops までは、決まった路線

を走る。Rangeville 地域内は

1時間前までに連絡しておくこ

とで、Fig.25 に濃い灰色で示

された Roam Zone Aならば、

家の戸口まで来てくれる。濃

い青で示された Roam Zone 

B ならば、最寄の乗降地点を

指示してくれる。料金は地域

内のどこで乗り降りしても同一

である。Range Shops から南

側では、このようなリクエストに応じた運行をして、Rangeville 地域の中心付近にある High Street 

Plaza(ショッピングセンター)が終点となる。リクエストがはいっていない場合は Range Shops と High 

Street Plazaの間は、Fig.25の黄色の経路(スクール運行の経路と説明書きがある)を通っていた。 

 運行されている車両はやや小ぶりのボンネットタイプのもので、他の Route で使われている大型の箱型

のものとは形も色も異なる。車体には High Street Plaza の全面広告が描かれていて、まるでショッピン

グセンターの送迎バスであるかのように見える6。 

 平日は 10往復、土曜日は 4往復運行されている。平日にはそれとは別にスクール運行が 3便ある。 

                                                   
6 他の路線にも全面広告の車体は存在する。行き先だけ表示していて、Kan-go とは表示していないの

で、初めは路線バスだとは思わなかった。 

Fig.24 Route Kan-goの車両   於 Grand Central 
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基本路線  Grand Central ～ Margaret St 右 Clifford St 右 Russell St 右 Neil St 右 bus 

station 右  Neil St 左  Margaret St 右  Curzon St 右  Scott St 左  Mackenzie St 右 

Ipswich St 左 John St 左 James St ～ Range Shops ～ James St 右 Tourist St 右

Crown St 左 Burke St 右 Perth St 左 Long St ～ Tourist Rd 右 Rowbotham St 右 

South St 左 High St 左 High Street Plaza 

 

 市街の中心にあるショッピングセンターの

Grand Central 前の路上のバス停が起点で

ある。Fig.25 の黄色の経路は先まで続いてい

るが、事前にリクエストがない限り High Street 

Plaza で終点となる。Long Stを直進すると曲

がってきた Tourist Rdに合流する。 

 

 スクール運行は 2 校に対して設定がある。

Fig.24 の車体ではなく、箱型のスクールバス

仕様の車両で、行き先表示も SCHOOL であ

った7。 

 

スクール運行 E  Symes Thorpe ～ Rowbotham 

St 左 Alderley St 右 High St 左 Long St 

右 Burke St 左 James St 右 Mackenzie St 

 Symes Thorpeを 15:55に出る便であるが、スクール

運行 S を終えたあとの帰りの回送運転のようなもので、

どこの学校にも寄らず、余計な迂回を省いて bus 

stationに一目散に戻る8。 

 

スクール運行 F  Symes Thorpe ～ Rowbotham 

St 左  Alderley St 右  High St 左  Long St 右  

Mackenzie St 右  Perth St 左  Cohoe St 右 

                                                   

7 路線バスには見えないし、他の客が乗る気配を見せなかったので、最初の日は見送ってしまい、その

後何分待っても目的のバスに乗れなかった。後日、よく見ると、スクールバスにはあるはずのない料金箱

が運転席の横にあり、路線バスであることが確認できた。運転手に確認して乗車した。 

8 全区間乗ってみたが、他の乗客は誰もいなかった。 

 

Fig.25 Route Kan-go-E   [3]に加筆 

Fig.26 Route Kan-go-F,S   [3]に加筆 
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Crown St 左 Burke St 左 James Stで基本路線に合流 および 

     Curzon St 右 Sinclair St 左 Wirra St 左 Bridge St 左 Curzon St 右 Campbell St 左 

Mary St 右 Margaret St 左 Hume St 右 Perth St 右 Ruthven St 左 Herries St 右 

Margaret St 

 

 Symes Thorpe を 7:35 に出る上り運行と、逆経路で bus station 14:55 発の S 運行がある。

St.Vincent’s Hospital以南は Fig.26の黄色線で示された部分に概ね沿っているが、それ以北はまった

く違う経路をとり、Wirra St 沿いの Fairholme College と St.Saviour’s College に寄っていく。Fig.26

の囲みの中に書かれた説明だけでは、この経路はとても想像できないであろう。とんでもない遠回りをして

時間もかかるから、事情を知っている一般客が乗らないのは当然である。 

 Range Shops の近くで少しだけ経路をショートカットする事情は不明である。その区間での乗降者があ

るわけでもなかった。路線図では黄色の線はスクール運行の経路を示していることになっているが、実際

には、Fig.25 で橙色に囲った部分は、3 本のスクール運行のどれも通らず、リクエストのない通常運行の

バスが通るだけになっている。 

 どの Route でも、迂回運行の経路には停留所はな

く、下車地点の指定は運転手への申告によるか、顔

見知りの運転手による自宅前への停車によって成り

立っている。決まった通学生以外の乗車はほとんど

ないが、沿道で手を挙げるなどの合図でどこでも乗

車できる仕組みになっている。Symes Thorpe は学

校のバス発着所でもない道路端の終点なので、基本

経路上と同じような停留所が設置されていた。停留所

ポールと、簡単な待合ベンチの設備(標準的な多くの

バス停の設備)であった。 

 

 

8. スクール運行のまとめ 

 

 個別のRouteごとのスクール運行の詳細を以上で述べてきた。便宜を図られている学校ごとに、朝の運

行が何処から来て、帰りの運行が何処に行くかをまとめると Tal.1のようになる。 

 ひとつの学校に対してさまざまなスクール運行が設定されていることは、その学校が重視されているかと

いうことと関係ない。本稿でとりあげているのは路線バスによるスクール運行であるので、専用バスによるス

クール輸送の多寡を調査していないからである。 

 同じ Route 番号で、朝と帰りが揃っていれば、登下校の送迎の目的を果たせていることになる。表中で

緑色の網掛けをした部分は、その登下校の目的が果たせていない運行である。以下、個別に検討する。 

 ②St Saviour’s Collegeに Route 1が両方向から登校生を送ってくるが、帰宅便が設定されていな

い。当該校の西側の Ruthveb Stには Route 4の路線があるので、ダウンタウン一帯やUSQ近辺には

乗っていけるし、ダウンタウンのどこかで Route 1に乗り換えることもできるが、それならば 4-Bの運行で

Fig.27 Symes Thorpeバス停 
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充分なはずであり、趣旨は不明である。 

 ③St Mary’s Collegeに 5-Eが朝だけ近づいてくるわけであるが、この運行がなくても 200 メートルもな

い近さで基本路線があるので、帰りはそちらで乗ればよいだろう。とすると、この 5-Eの運行自体が不要で

あるといえるが、4-Aのそもそも停車しているところを特記する事例も考え合わせると、この学校に対して何

らかの気遣いがあるものだろうと察することができる。 

Tbl.1  スクール運行の時間別発着地 

 

 ④St Ursula’s Collegeは帰りの 5-Cだけの設定にみえるが、特別な迂回はしないものの、5-Eが朝の

USQ発の登校経路として設定されている。 

 ⑤Harristown High School からの帰りの 6-A Wilsonton Heights 行だけがある。朝の登校は

Clifford Gardens で 5-A に乗り換えればよさそうにも思えるが、都合のよい時間で連絡していないので

難しい。そうすると、この 6-A運行は Route 6の沿線に住む生徒の通学というよりは、Cityに出るのに便

利なバスというところくらいしか解釈の仕様がない。 

 ⑦Toowoomba State High School Wilsonton Campusの 5-Fは見た目では片側運行のようではあ

① Toowoomba State High School 

             

 

1-A 朝 Harlaxton発, 帰Harlaxton行 

2-FB 朝 City発 

2-C 帰 City行 

② St Saviour’s College 

 

1-C 朝 Harlaxton発 

1-D 朝 USQ発 

4-B 朝 USQ発, 帰 USQ行 

4-B 朝 City発, 帰 City行 

5-B 帰 USQ行 

5-D 朝 USQ発 

Kg-F,S 朝 Symes Thorpe発、帰 Symes Thorpe行 

③ St Mary’s College               

 

2-A,D 朝Mount Rofty発, 帰Mount Rofty行 

5-E 朝 USQ発 

④ St Ursula’s College 2-A,D 朝Mount Rofty発, 帰Mount Rofty行 

5-C 帰 USQ行 

⑤ Harristown High School 5-A,G 朝 Airport Estate発, 帰 Airport Estate行 

6-A,C 朝USQ発, 帰 USQ行 

6-A  帰Wilsonton Heights行 

⑥ Centenary Heights High School 

                 

5-B 帰 USQ行 

5-D 朝 USQ発 

⑦ Toowoomba State High School 

                Wilsonton Campus          

                                    

5-F 朝USQ発, 帰 Airport Estate行 

6-B 朝 USQ発, 帰 USQ行,  

    朝Wilsonton Heights発, 帰Wilsonton Heights行 

⑧ Fairholme College Kg-F,S 朝 Symes Thorpe発、帰 Symes Thorpe行 
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るが、6節で述べたように、反対方向は敷地内のバス発着所でなく道路端のバス停で乗降扱いをするの

で登下校に使える。 

 ハイスクールは登校する時間は一定であるが、学年が上になるほど、下校の時間は生徒によってばらつ

きがでるだろう。そのため、登校の便をまず考えることは理にかなう。日本と違いどこの職場も時間どおりに

退社するから、下校は各家庭がピックアップするなどで対応できるのではないかと思う。そうすると、下校

時設定しかない、Harristown High Schoolの 6-A運行だけが中途半端な運行であるといえよう。 

 スクール運行は、学校に用事のない一般客も道連れに 10分も 20分も寄り道をするわけであるが、実

際に利用している生徒は極めて少なかった。誰も利用していないか、せいぜい 1人か 2人が利用してい

る程度であった。ただし、Route Kan-goだけは、バスの立ち寄る 2校でそれぞれ 10人規模の乗車があ

った。9 

 専用のスクール運行をするほどの需要がないところを、路線バスの迂回でカバーするというアイデアは、

①経済性、②集中する登校時間帯での運転手の数の節約、③集中する登校時間帯での車両の数の節

約、といった観点から斬新かもしれない。しかし、①所要時間のばらつきの発生、②一部の経路を通らな

いなどの利用の不便、③日常でない利用者の理解のし難さ、などの点で検討をする余地は大きいと考え

る。 

 通学生は毎年卒業し毎年新規に加わる。需要にあわせて頻繁に運行の見直しをする必要があるが、調

査した 2017年 2月時点では、2015年 7月以降の変更は行われていないことが確認できた。一般客の

利便性を損なわない範囲で、細かい見直しを毎年行って、効率的な運行を目差すべきであると考える。 

 調査を行った直後、2017年 5月ごろにトゥウーンバ市内はバス路線の見直しが行われた。市街の拡大

に伴う終点の延長などが主な内容であった。スクール運行についての情報はバス会社の報道発表からは

うかがい知れないが、機会があれば再調査に臨みたいと考えている。 

 

 

参考文献 

[1] Street Directory Toowoomba & Darling Downs, Edition 8, 2016, Universal Publishers Pty. 

[2] Toowoomba City Street Map, 15th Edition, 2014, Toowoomba Regional Council. 

[3] Toowoomba Bus timetable, 2015, Bus Queensland Toowoomba. 

 

 

                                          (2018年 3月 7日 受理) 

                                                   

9 前述したように、度を越した遠回りなので一般客はおらず、生徒たちの貸しきり状態であり、混雑してい

ないスクール専用運行の有様であった。生徒たちはおしゃべりなどに夢中であったが、運転手は生徒の

ことを知っていて、それぞれの家の前で停車して知らせてくれていた。 
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【論文】 

中国汽车产业的增长与新能源汽车政策的展望 

 

森冈 文泉 

 

要旨 

近年、中国の経済成長は目覚しいものがあり、全国各地の都市部を中心に自動車市場が

急速に拡大してきた。中国のような人口大国が急速な自動車社会へ突入したことにより、

大気汚染、酸性雨汚染や地球温暖化などの問題はさらに深刻になるではないかと懸念され

る。本稿は、まず環境問題の実態と自動車市場の成長の現状などを明らかにし、自動車市

場の拡大により、環境・エネルギー問題への影響を最小限に食い止めるために導入した諸

政策、すなわち排ガス規制と省エネを中心とする自動車産業発展戦略の内訳と今後の行方

について検討を試みた。 

 

1．中国的经济增长 

   

众所周知，自从 1979 年起实施改革开放政策之后，中国的经济成长突飞猛进。东部沿海

发展战略首先使中国东部沿海都市为主的地区，到处呈现一片繁荣富裕的景象。后继的西部

大开发和沿边开放等政策也带动了中西部和沿边地区经济的快速成长。长期快速成长结果于

2010 年，中国的国民生产毛额(ＧＤＰ)更超越了日本，成为世界第二大经济体，对世界经济

的动向产生了巨大的影响力。在得到世界各国称羡之际也让多数的中国人产生仿佛回到唐宋

强盛时代的错觉，而引以为傲
1)
。加上中国人民的平均所得快速提高，不但带动了中国汽车产

业的快速增长和推动中国进入汽车的社会，亦使中国成为世界上成长最快，规模最大的汽车

市场和生产基地。根据中国汽车工业协会最新的报导资料显示，2017 年中国的新车销售台数

超过 2,887 万辆，比前年增长了 3.1％。虽然增长的速度比前几年缓慢，但仍是美国(1,723

万辆)的 1.68 倍，更是日本(523 万辆)的 5.52 倍，对主要的汽车厂商而言可说是世界上最有

魅力的市场之一。 

由上可知，汽车工业已经成为中国经济维持高度成长的主要产业了。不过，最近几年来，

中国内外的电视新闻和报章杂志等各种媒体，无不三番两次的报导中国的环境污染严重，尤

其是空气的品质恶化程度，已达严重危害人体健康的地步。对此，根据中国在住的友人引述，

坊间流行着一句自我调侃与讽刺空气品质恶劣的表现如下“有钱的富人和高官们虽然可以选

购外国制造的空气清净机，饮食无污染的饮水和食粮，不过外出时仍不得不和一般的群众们

一起呼吸污染严重的空气”。而由此话中也可以感受到大家对环境污染的不满与无奈。 

事实上，根据专家的研究报告可知，人口众多的中国突然间于快速进入大众汽车消费时

代之前，即存在着国土沙漠化的扩大和黄沙的增加，水质污染和缺水等种种深刻的环境问题。

然而于这些问题仍未得到改善之际，突然间再加上大量汽车排气的影响，促使空气污染，酸

性雨污染和地球温暖化等问题加速严重，对人体健康之影响更是令人隐忧。 
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综观中国的环境问题持续恶化的主要原因，其一是改革开放后的近三十多年来，中国央

当局与各级地方政府们一心一意追求区域经济的发展之际，却忽略了环境保护对策而饱受国

内外的批评。其二是多数企业与民众们普遍欠缺环境保全与顺守法令的意识下，国民生产毛

额和汽车的产销台数等指标虽然都已经名列世界的前茅，不过实际上国民的生活品质则仍处

于开发中国家的水平。为了让中国大陆的居民们(含在中居住的外国人)能早日实现“呼吸安

全和新鲜的空气”的渴望，今后该如何来改善和防止环境的污染，对中国政府当局与所有的

住民们而言，是刻不容缓的课题。面对此严重的课题，中国大陆政府为因应互联网的发展趋

势和环保节能意识抬头，除了减少使用煤炭能源之外，也明确的将节能汽车和电动汽车的生

产列入重点发展产业。中国科技部更于 2015年 2月 16日发布《国家重点研发计划新能源汽

车重点专项实施方案》指出，2020年将建立完善的电动汽车动力系统科技体系和产业链，实

现新能源汽车生产量达到 500万辆的目标。 

对此为了早日改善环境污染等问题，本文结合中国和邻近国家住民的心声，且参考各种

研究统计报告与报道实例，除了针对造成环境污染的原因与对策，从各种角度加以客观的分

析与探讨之外，同时对中国汽车产业升级和市场动向等趋势提供笔者的浅见。 

 

2．汽车产业的快速增长和负面的影响 

 

(1) 汽车市场的急速扩大 

    改革开放以来，随着经济持续快速增长与国民所得水平的提高，使汽车的消费需求越来

越大。根据近几年来中国政府的统计显示，中国汽车(含自用车和商用车)的销售量于 2000

年突破 200万辆大关之后，四年后的 2004年共销售了 507万辆,比 2000年增长了 2.4倍。五

年后的 2009年则突破了 1000万辆的大关，共销售 1,362万辆，比 2000年增长了 6.5倍。而

根据最近的统计速报显示，2013年更是一举突破了两千万辆的大关，共销售了 2,198万辆(比

2000年增长了 10.5倍)之后，每年均呈现了大幅度的增长。2016年更是突破了 2,800万辆(销

售量的推移参见下表)。 

另外,从中国与世界的汽车市场成长动向的比较中可以得知，中国只用了十七年的时间，

从 2000年的 209万辆增长到 2017年的 2,887万辆。期间成长了 13倍以上，增长的速度惊人。

也因此中国的汽车市场，已经超越了日本和美国，成为世界最大的汽车市场。其中以自用车

的销售成长幅度最为快速，从 2000年的 61万辆增长到 2017年的 2,472万两，达到四十倍以

上的成长。 

 

(2)对环境的负面影响 

然而近年，中国的汽车产业虽然一直呈现高度增长,不过也给中国的生态环境带来了很大

的负面影响。尤其是最近几年来，空气污染日趋严重的主要原因，除了过度依赖石炭能源之 

外，工业排出物和排烟增加，各级城市地区汽车保有量的急速增长也是不可忽视的因素。据

研究调查显示，北京市的大气中所含 60%左右的氮氢化物和 70%左右的碳氢化合物，都是由汽 
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2000 年以后中国汽车销售量的推移    (单位:万辆) 

 

年 

销       售       量 

自  用  车    商  用  车 合     计 

2000年          61           147 209 

2003年 197           242 439 

2004年 233 274 507 

2005年 315 262 577 

2006年 426       296 722 

2007年 531 348 879 

2008年 569 369 938 

2009年           837           465 1,302 

2010年 1,127 680 1,806 

2011年 1,221  629 1,851 

2012年 1,324 606 1,931 

2013年     1,793           405 2,198 

2014年         1,970           379 2,349 

  2015年         2,114           346 2,460 

  2016年         2,438           364 2,802 

  2017年         2,472           415 2,887 

      注:(1)2000-2012 年的资料来源: 廖静南《中国的汽车市场－动向和展望－》 

现代文化研究所。 

(2)2013 年以后的资料来源:中国汽车工业协会。 

 

车的排气所造成的。还有针对汽车保有量的急速增长与汽车排气所带来的大气污染问题日渐

严重,政府当局于 1995年，对《大气污染防治法》进行大幅度修改的同时，新增了汽车使用

无铅汽油的规定，于 2003 年起全面实行汽油的无铅化。另外还订立了《有关汽车排气第 9

次 5年计划方案》等，分三个阶段来实施控制汽车污染问题，但是得到的效果有限
2)
。 

    对日趋严重的环境污染，最近，除了首都北京市和最大的商业都市上海市分别制定了防

止规制目标之外，天津，大连等主要的城市也分别对汽车的总量进行控制。根据笔者所知，

例如北京市从 2014 年起严厉的紧缩发放新车牌照的数量，每两个月举行一次抽选。2014 年

当时的北京市，预定发放的新车牌照数量为 15万张，然而参加抽选登记的人数则超过了一百

万人以上，其竞争的激烈程度超乎想像。总而言之，针对种种造成环境污染的因素加以探讨

后可以得知, 与汽机车的普及习习相关。其主要的影响大致可归纳为如下: 

1) 国产汽车制造业于尾气排放控制技术，发动机制造技术等不够成熟。 

2) 汽车排气的排放标准远低于先进国家的水平。 

3) 道路整体设计不佳，交通管制不善和驾驶人不守交通规矩等。 
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(3)空气污染等带给人体健康的影响 

    在此首先针对细悬浮微粒子(PM2.5)加以简单的说明。日常生活的空气中漂浮着多种肉眼

看不见的大小灰尘，它又称为悬浮微粒。而其中小于或等于 2.5微米(μm)的粒子则称为细悬

浮微粒子 PM2.5。除了抽烟的烟雾之外，它一般来自各种工厂的排烟，石炭的燃烧，汽机车

的尾气，黄砂和森林等大自然产生的烟雾等主要的排放源。而其中石化工厂，火力发电厂，

钢铁工厂等所排放的细悬浮微粒子中，因含有较高浓度的重金属成份，所以危害人体健康的

风险度也相对的升高。  

有关 PM2.5对人体影响之问题，依据医学专家的研究显示，浮游在空气中的细悬浮微粒

子容易随风漂流扩散，而且一旦吸入人体，则可能直接进入支气管或肺部等人体的内部，严

重危害身体的健康。除了容易引起气喘或哮喘，心机梗塞，心律不整或脑中风等心脏血管方

面的疾病之外，甚至可能提升致癌的机率，对生命造成严重的威胁。 

如果仔细分析与探讨上述种种产生细悬浮微粒子的原因后可以得知，包含吸烟所产生的

PM2.5 在内，无一不是人为因素所造成的后果。除了对人体健康的影响之外，经济专家们也

时常针对日益深刻的环境污染对经济的影响加以评价和分析。虽然从经济的观点而言，或许

可以试算出一定的数据来加以评估，但如果从危害人体健康或剥夺宝贵生命的观点而言，则

难以数字来估算它的影响。有语道“人的生命是无价之宝”，依非正式统计，由于受到 PM2.5

的危害而导致健康受损，进而失去宝贵生命的各种人才无计其数。由此可知，它对经济的直

接或间接的影响可说是难以估计的。 

 

3．施行环境污染对策和提升环保意识 

(1) 彻底施行环境污染对策       

面对日趋恶化的环境污染，且饱受来自海内外的批评和指责下，中国政府当局下定决心于

安定成长中，全力改善环境的品质。首先于 2013年 9月起开始实行《大气污染防止行动计划》

方案，订定四年后的 2017 年时，城镇地区 PM2.5 的浓度，比 2012 年低 10%以上等为主要目

标。有不少专家认为，现在的中国环境品质和七十年代的日本近似。当时的日本，从战后的

废墟中重新爬起，一心一意的发展工业，只追求经济成长的结果，虽然顺利的跻身于先进国

家的行列中，但也因为未能做好环保而付出了很大的代价。于长期高度经济成长之后，猛然

惊醒环境污染问题的严重，全力改善环境品质的结果，不但重新拥有安全舒适的环境和美丽

的大自然，也让许多日本企业累积了世界最先进的环保技术。例如，减少工业三废(废水，废

气，固体废物)的技术，饮水和空气的净化技术，节省汽车能源的技术等等，均值得中国加以

借镜。 

为了中国大陆所有居民的健康，同时避免给东北亚地区带来更深刻的污染起见，改善中

国的环境污染已是刻不容缓的课题。而且为了得到立竿见影的效果，寻求日本政府的协助和

引进日本企业的优良技术，不失为最善之策。因此，也能减少日本地区的污染，相信日本政

府理当乐意协助的。还有日本的有关企业们，如能针对中国的实地需要，适度的调整商品技

术的话，将可以得到很大的商机。如此一来，相信于不久的将来，日中两国的友好关系必定
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会重现的。 

   

(2)强化车辆检查与加速旧车的淘汰 

为了有效的改善汽车排气的污染，应立即彻底实施车辆定期检查。依使用年数和行驶距

离的长短等严格执行引擎性能检查，未达标准或超过一定年数的机动车，则禁止行驶一般公

路等。如此一来，不但有助于加速汽车的新旧更替，更能促进汽车工业的技术的进步，进而

提高能源的利用效率。 

根据日本《道路运送车辆法》的规定，自用汽车于新车购入三年后必须接受第一次车辆

检查，以后每两年定期检查一次。至于公交车，出租汽车和 8吨以上的卡车等，则须于新车

开始使用后每年定期接受一次检查。日本的车辆检查异常严格，不但费用昂贵而且费时，对

驾驶人也是个不小的负担。但是为了维护车辆性能和交通的安全，进而减少尾气的污染，国

民们也都能顺守法令的规定。对此根据所知，中国则是由公安当局进行强制检查。于新车购

入后的第二年接受第一次车辆检查，然后每年检查一次。而超过十年的车辆则必须每年接受

两次的检查。虽然法令规定的检查次数频繁，不过在收贿文化盛行的社会里，实际上受检的

车辆中，加予公正且彻底检查和整修的比率有多少，则是个很大的疑问。 

如上所述，除了所有的人都要顺守法令规定，尽忠职守之外，对使用年限老旧或性能不

良车辆的淘汰也得严格执行。根据中国有关部门于 1997年修订的《汽车报废标准》中可知，
 

它明确的规定了累计行驶里程数，使用年限，燃油效率不佳，安全性能不良等多种报废项目

的标准，来进行汽车的汰旧换新。可惜的是，如上述车检的规定，车辆报废标准规定也一样

的因为没有得到认真的执行，而形同虚设。也因而有不少安全堪虑或尾气污染严重的车辆到

处横行，对环境污染与交通安全的影响甚巨
3)
。 

 

(3) 提升国民的环保意识 

长久以来，于春节过年时，中国各地都有燃放爆竹和焰火的习惯。特别是于除夕晚上到

大年初一清晨的时段里，大家集中燃放爆竹和焰火的结果，不但到处烟雾弥漫，造成视界不

良之外，更使 PM2.5的浓度瞬间高升。对此习惯，尽管中国各级政府等有关单位大声疾呼，

呼吁大家避免燃放爆竹等，然而它的效果不彰。例如今年的春节时，江西省的部分地区，受

到爆竹的影响而烟雾茫茫，能见度低于五十米以下。而西安地区的 PM2.5的瞬间浓度更高达

一千微克。另外北京市区午夜零时的 PM2.5 浓度也高达 246 微克，为日本环境基准值(35 微

克)的七倍
4)
。 

另外长期以来，因为随便砍伐树木，过度放牧家畜，工业废物与废土的随地放置与丢弃，

未能做好道路建设和房屋建筑工地的善后处理，加上水土保持和管理的缺失使土石层暴露的

面积急速增加等，都是形成黄砂的主要原因，进而促使环境污染日益恶化。 

还有，从以上的分析中可以得知，大多数的民众面对茫茫的天空，每天口口声声埋怨政

府施政不力之际，对自身仍持续不断的破坏和污染着环境的举止毫无自觉，而其中有不少人

更是明知故犯。因此，今后各级政府及环境督导的有关单位，除了需要全力和全面的宣导灌
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输维护环保的重要性之外，同时也要大力提升国民的公德心与守法的精神。还有，立即彻底

执行公平，公正和严格的监督与违法的取缔，方才可能见效。虽然有语说“江山易改，本性

难移”，但为了让自己的子孙等下一代的中国人，能在安全舒适的环境中过着幸福且健康的生

活着想，就必须从现在开始同心协力，进行防治污染的行动。最后，笔者也期待着能早日重

见中国碧蓝的晴空。 

 

4．加速施行新能源汽车方案 

中国政府鉴于汽车产业不但是建设制造强国的重要支撑与国家经济的重要支柱，而且发

展新能源汽车也是从汽车大国迈向汽车强国的必走之路。从近年来接二连三地发布了多项新

能源汽车相关政策的动向中可知，加快发展节能和新能源汽车已成为推动中国汽车产业转型

升级，绿色发展和培育新的经济增长点的必要措施。 

综观近几年来，除了前述的《国家重点研发计划新能源汽车重点专项实施方案》之外，

中国国务院也相继发布了《节能与新能源汽车产业发展规划（2012-2020年）》、《关于加快新

能源汽车推广应用的指导意见》和《“十三五”国家战略性新兴产业发展规划》等措施，要求

研究实施企业平均燃料消耗量与新能源汽车积分管理制度，进而建立新能源汽车产业发展长

效机制。 

接着为了缓解前述能源和环境的压力，有关部门提出了《乘用车企业平均燃料消耗量核

算办法》和新能源汽车推广应用等支持政策，对促进汽车产业的健全发展发挥了积极作用。

同时为了进一步推动节能与新能源汽车产业发展，借鉴美欧等国家汽车企业平均燃料消耗量

与新能源汽车管理法规的立法经验和做法，结合中国汽车产业实情，亟需制定新的政策，来

规范和加强乘用车企业平均燃料消耗量与新能源汽车的管理。 

2017 年 9 月 28 日，由工信部，财政部，商务部，海关总署和质检总局等五个部门共同

发布了《乘用车企业平均燃料消耗量与新能源汽车积分并行管理办法》（即所谓的“双积分政

策”），预定于 2018年 4月 1日起正式实施。该办法的宗旨除了强调要建立促进节能和新能源

汽车市场化控制，而且也表明了国家对新能源车辆的管理将转变为强制化的态度。而政府态

度的转变也将对海内外的相关企业的发展与生存起到至关重要的影响，因此最后本文将对《双

积分政策》的要点、实施办法与影响等加与解析。 

而所谓的《双积分政策》就是创新性提出平均燃料消耗量积分和新能源汽车积分等两项

并行管理的机制。它兼顾了传统汽车节能水平提升与新能源汽车创新发展，既充分吸收借鉴

了国际先进经验，也充分考虑了中国汽车产业发展现状，必将有效促进中国汽车产业节能减

排和转型升级。 

首先在此办法起草过程中，它主要遵循了以下的三个思路：(一)协同推进。同时设立企

业平均燃料消耗量和新能源汽车两种积分，实现节能降耗和促进新能源汽车发展两个目标。

(二)市场导向。建立积分交易机制，由企业自主确定负积分抵偿方式，政府主要发挥顶层设

计、监督管理等作用。(三)平等对待，实行统一的积分核算规则等。另外该办法的内容结构

共分八章、四十条。其主要内容如下： 
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(一)建立积分核算制度和积分管理平台 

境内各乘用车生产企业、各进口乘用车供应企业都作为平均燃料消耗量积分与新能源汽

车积分的核算主体，单独实施核算。建立汽车燃料消耗量与新能源汽车积分管理平台，统筹

推进积分公示、转让、交易等，企业通过该平台开展积分转让或者交易。 

(二)明确积分核算方法 

办法规定了乘用车企业平均燃料消耗量积分和新能源汽车积分核算方法，明确了与积分

核算相关的实际值、达标值和目标值等指标的核算方式。 

(三)有条件地放宽小规模企业的燃料消耗量达标要求 

鉴于小规模企业不具备规模优势，降低油耗难度大，它结合中国及国外的实际经验，对

年度生产量 2000辆以下并且生产、研发和运营保持独立的乘用车生产企业，年度进口量 2000

辆以下的获境外生产企业授权的进口乘用车供应企业，以及未获授权的进口乘用车供应企业，

放宽其平均燃料消耗量积分的达标要求。而对年度进口量 2000辆以下的未获授权的进口乘用

车供应企业，则暂不实施积分核算。 

(四)设立新能源汽车积分比例要求的门槛 

新能源汽车积分比例要求是核算新能源汽车积分达标值的重要参考数据。《办法》对传统

能源乘用车年度生产量或者进口量不满 3万辆的乘用车企业，不设定新能源汽车积分比例要

求；达到 3 万辆以上的，从 2019 年度开始设定积分比例要求，其中：2019、2020 年度的积

分比例要求分别为 10％、12％，2021年度及以后年度的积分比例要求另行公布。 

(五)实行积分并行管理 

一是企业平均燃料消耗量积分中，正积分可以按照 80％或者 90％的比例结转后续年度使

用，也可以在关联企业间转让；负积分抵偿归零的方式包括：使用本企业结转或者受让的平

均燃料消耗量正积分，使用本企业产生或者购买的新能源汽车正积分。二是新能源汽车积分

中，正积分可以自由交易，但不得结转（2019 年度的正积分可以等额结转一年）；负积分可

以采取购买新能源汽车正积分的方式抵偿归零。三是负积分抵偿方面，应当在工业和信息化

部发布积分核算情况报告后 90日内完成负积分抵偿归零；新能源汽车正积分可以抵扣同等数

量的平均燃料消耗量负积分。 

(六)完善监督管理制度 

工业和信息化部会同财政、商务、海关、质检等部门对积分进行核查，并发布积分核算

情况年度报告。建立乘用车企业信用管理制度，要求企业提交信用承诺书并向社会公示；企

业未按规定报送数据、提交积分报告，情节严重的，作为失信企业进行通报。同时，明确工

业和信息化部会同有关部门依据国家有关规定，完善积分管理的经济措施。 

藉由上述各项政策实施促进节能和新能源汽车协同发展之际，首先在燃料消耗积分合规

的带动下，各项典型节能技术普及率将不断升高，同时能降低单车油耗。若仅考虑满足新能

源积分考核要求，截至 2020 年时将可累计生产新能源乘用车达 380万辆；如加上考虑新能源

商用车稳步发展即可实现 500万辆新能源汽车的规划目标。一方面，于政策实施期间将带给

社会的明显效益如下：首先在政策的要求下，传统能源与新能源汽车将协同发展，到了 2020
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年将可以实现每公升行驶 20公里的行车油耗目标；其次是于 2018年至 2020年政策实施的期

间，预计可累计减少排放约 6000万吨的二氧化碳，大大的改善环境的污染
5)
。 

 

5. 结语 

尽管新能源汽车发展的气势良好，但目前整体上仍处于起步的阶段。传统汽车节能环保

压力日益增大，汽车社会提前到来，交通、安全和环保等瓶颈制约愈发突出。虽然在未来一

段时间内，国内汽车市场仍将保持较大的需求，国内汽车产销量也有可能继续保持一定的增

长，但未来汽车产业的重点将是处理增长与质量效益之间的平衡，如何让汽车工业的发展效

益惠及大众，最终形成可持续健全的发展则将是今后汽车产业的重点课题，它需要政府、企

业和社会来共同努力
6)
。 

从种种报导中可知，在征求意见到联合发布期间，围绕双积分政策的话题从来都争论不

休，双积分政策本身也有着极其复杂的计算过程，不易理解。本文最后于期待着能早日重见

中国碧蓝的晴空之际，究竟要如何去理解双积分政策、新政策又将为新能源汽车和汽车产业

的整体发展带来怎样的变革、还有政策是否能按部就班的执行等则有待密切的观察。 

 

注: 

1. 《日本经济新闻》2018年 1月 12日。 

2．关于北京市环境保护总局大气污染防治措施，森冈文泉<中国汽车产业发展状况与前景> 

《北研学刊》第二号，广岛大学北京研究中心，有详细说明。 

3．有关汽车报废的问题，详细请参照 陈清泰·刘世锦·冯飞等著《迎接中国汽车社会》

中国发展出版社，2004年。 

4．《日本经济新闻》2014年 2月 1日。 

5．引用《智慧第一电动网》。<http://www.autor.com.cn/index/6087.html>(2018 年 2 月 22 日

阅览)。 

6．国务院发展研究中心产业经济研究部、中国汽车工程学会 他编《中国汽车产业研究报

告(2016年版)》社会科学文献出版社皮书出版分社，2016年，p77-78。 

 

参考资料: 

1． 森冈文泉〈中国汽车产业发展状况与前景〉《北研学刊》第二号，广岛大学北京研究中

心，2005年。 

2． 廖静南〈中国的汽车市场－动向和展望－〉现代文化研究所，2013年。 

3． 陈清泰·刘世锦·冯飞等著《迎接中国汽车社会》中国发展出版社，2004年。 

4． 丸川知雄《现代中国经济》有斐阁,2013年。 

5． 南亮进，牧野文夫编《中国经济入门》日本评论社,2012年。 

6． 国家信息中心 他编《中国汽车市场展望》机械工业出版社，2017年。 

(2018.3.22 受理) 
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【研究ノート】 

「目標管理」の理念の源流を探る 

～ドラッカー、マグレガー再訪～ 

 

金沢 英樹 

 

Ⅰ はじめに 

 

 目標による管理（あるいは「目標管理」（management by objectivesの訳））は現在、企

業等で幅広く採用されている経営管理の仕組みのうちの一つである。労務行政研究所の調

査（2016年公表）によると、目標管理を導入している企業は 8割を超しており、すでに一

般的な経営管理の仕組みと言ってよい。 

 この目標管理について、P・ドラッカーがその著 “The Practice of Management”（1954）

（上田惇生訳「現代の経営」，1956年。以下邦訳名による）の中で初めて提唱したことは広

く知られているが、また同時に現在実施されている目標管理が、ドラッカーの意図した理念

に沿って運用されているかどうかについては疑問を投げかける論が多い。たとえば奥林・上

林・平野（2010）は、目標管理の 2 つの大きな意義として、①目標が組織の労働者の貢献

を共通の方向に向ける役割を果たすこと、②目標の設定に個々の労働者が参画することに

よって、労働者の自己統制が可能になることを挙げ、目標管理は単に人事管理、あるいは人

事考課のシステムというわけではなく、企業経営のための全般管理システムであるとして

いる。しかし日本企業では人事考課のための道具という認識が強く、目標管理が持つ全社の

活動の統合という重要な側面が軽視されてしまっているようだと指摘する 1。 

 またドラッカーの提唱した目標管理に理論的基盤を与えたのは、D・マグレガーがその著

“The Human Side of Enterprise”（1960）（高橋達男訳「企業の人間的側面」，1970年。以

下邦訳名による）の中で提唱した、いわゆる「Y理論」と言われる。しかしマグレガーの研

究者である村田晋也氏は、成果主義の評価ツールとして利用されている目標管理の実態を

指摘しつつ、マグレガーの「Y理論」と現行の目標管理とはその理念において大きく異なる

として、村田氏もまた、そもそもの目標管理の理念と現在の実態との乖離を指摘する 2。 

 しかし企業実務の経験者である筆者からみると、こうした目標管理の運用実態に対する

批判を理解出来ないわけではないが、果たしてそれほどまでに各企業において目標管理が

当初の理念と異なった形で運用されているのかについて疑問を持っている。少なくとも筆

者は企業勤務当時、目標管理とは組織と個人の目標に関するベクトルを合わせ、個人が自主

的に仕事に取り組んでいくためのサポート制度であると認識していたし、目標管理の仕組

み自体がそうさせていた。その運用が成果主義的に著しく傾斜した実態もなかったから、目

標管理の理念の変容については実感が湧かないのが本音である。 

 しかし筆者の実感がどうあれ、再び巷間の議論に立ち戻れば、たとえば諏訪（2012）は
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「（目標管理が病院機能評価項目にあるからという理由だけで；筆者挿入）ドラッカーの意

図や限界も理解せずに、業者任せで導入してしまったところに、今日の目標管理の大きな敗

因がある」と指摘している 3し、目標管理に関する主要な実務専門家の意見も、現行の目標

管理の運用実態がドラッカーらの理念と乖離していることを指摘し、そもそもの理念に回

帰すべきと述べている（たとえば五十嵐（2012）、中嶋（2015）など）。やはり企業の現場

で目標管理に関わる多くの人々にとって、目標管理の元来の理念をしっかりと理解するこ

とが今求められているのだろう。 

そうしたニーズがあるにもかかわらず、特に実務家にとって、ドラッカー、マグレガーら

の考え方を一覧でき、目標管理のそもそもの理念を容易に参照できる論稿は残念ながら多

くない。目標管理の発展の経緯が整理され、またその源流ともいえる考え方が一覧できるも

のがあれば、現場の実践さらには目標管理のさらなる発展に何らか資することが出来るの

ではないか。 

そこで本稿では、先行研究をもとに目標管理の発展の経緯を辿るとともに、目標管理を提

唱したドラッカーの考え方、またその理論的基盤を与えたと言われるマグレガーの「Y 理

論」等、目標管理の源流となる諸説のレビューを通じて目標管理の理念を明確にしていくこ

ととする。 

 

 

Ⅱ 目標管理の運用実態 

 

１．目標管理とは何か 

 目標管理とは、①期初において上司と本人が相談の上で一年あるいは半年の仕事の目標

を定め、②その目標を基準として期中の仕事の進捗を管理し、③期末において本人、上司の

双方で目標の達成度を評価するものである。人事考課制度のツールとして目標管理が活用

されている場合には、④目標の達成度の評価結果が人事考課にも利用される 4。 

 

２．目標管理の導入状況と問題点 

 目標管理の運用実態について近時調査したものとしては、労務行政研究所の「成果・業績

の評価と処遇反映等に関する実態調査」（2015 年 9 月～11 月実施、2016 年公表）がある。

これによると、目標管理制度の導入状況は、係長・課長・部長のいずれの階層においても 84%

前後に達している（調査対象社数：3,777 社）。目標管理が広く定着している状況がうかが

える。 

 一方で、目標管理に存在する問題とは、実際いかなるものであろうか。たとえば奥林・上

林・平野（2010）では下記の 3点が指摘されている。 

 

 ①全般管理システムとしてではなく、人事管理、とりわけ人事考課の道具としてのみ捉え
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られがちである。 

 ②目標の設定と評価にのみ注意が払われ、途中での上司と部下とのコミュニケーション

や協力が軽視されがちである。 

 ③画一的な手法が全社の労働者に適用されており、職種間や階層間での職務の特質が考

慮されていない。 

 

 特に①については、成果主義に基づく人事考課に目標管理を活用している場合、労働者の

挑戦意欲の減退・長期的な取組を行う意欲の喪失・労働者間での協力の後退などがみられる

と指摘されている 5,6。実務家の意見はさらに直接的であり、中嶋（2015）は、目標管理の

実践の場では目標が人事評価基準として用いられるために、上司が部下を管理するための

道具に転化することも起きるとする。すなわち、目標を用いて上司が部下を駆り立てること

になり、目標管理が部下を締め付ける道具になってしまうと指摘している 7。いわば「ノル

マ管理」とも言うべき実態である。五十嵐（2012）もまた、目標管理はうまく運用しないと

多分に「やらされ感」が伴う仕組みであるとし、目標管理が「ノルマ管理」に陥ってしまう

理由の一つとしてリーダーの人間観を挙げ、マグレガーの「X 理論」「Y 理論」を参照しな

がら、目標管理を推進するリーダーには「Y理論」の人間観が必要と主張している 8。こう

して実務家が指摘するような実態があるとすれば、それは言うまでもなく目標管理の元来

の理念から外れた運用の結果であることは明白だろう 9。 

 

 

Ⅲ 目標管理発展の経緯 

 

 そもそも目標管理はどのような経緯で発展してきたものであるかを整理しておくことも、

目標管理を深く理解するために有意義であると考える。奧野（1996）、幸田（1989）を引用

しつつ以下にまとめる 10。 

 

１．目標管理発展の系譜 ドラッカー～シュレイ～オディオーン 

 そもそも「目標による管理」を唱え、その理念を明らかにしたのはドラッカーである。ド

ラッカーはその著「現代の経営」の「目標と自己管理によるマネジメント」の章で、この「目

標による管理」の必要性と重要性を強調している。彼の主張を明確にすることは本稿の主題

の一つであるので、詳細な内容については次章にて論ずることとしたい。 

このドラッカーの考え方をさらに具体的に展開したのが、E・シュレイである。ドラッカ

ーが目標管理に関する考え方や理念を提起したのに対し、シュレイはその著 “Management 

by Results”（1961）（上野一郎訳「結果のわりつけによる経営」，1963年）で、より具体的

な考え方やその展開の実際的やり方を取り上げた。たとえば、結果に対する標準業績目標や

最高業績目標といった複数目標や、バランスがくずれるのを防ぐ反対目標などについて具
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体的に論じている。 

 その後、G・オディオーンがその著 ”Management by Objectives”（1965）（広田寿亮訳

「目標管理システム」，1967年）で「目標管理サイクル」を提示したことによって、目標管

理は一つの管理システムとして完成したといえる。オディオーンの功績は、管理哲学であっ

た目標管理を、誰もが利用できる管理システムに表したこと、及びそれによって管理システ

ムとして続く発展を可能にしたことにある。つまり、オディオーンの提示した目標管理サイ

クルは、plan-do-seeの管理サイクルを基礎にしているために、管理における発展を自由に

取り組むことが可能になったのである。 

 

２．目標管理の理念を支える諸論 ～マズロー、マグレガーとそれ以降～ 

ところで目標管理の発展に大きな影響を与えたのは、1950 年代後半から起こった行動科

学的管理論の動向である。行動科学的管理論者は心理学者 A.マズローが主張したいわゆる

「欲求階層説」に含まれる「自己実現欲求」に注目し、仕事の中でそれを充足することを主

張した。彼らは「個人と組織の統合」を掲げ、参加的管理とよばれる管理手法を考案した。

1960年代の初期には、目標管理はそのような参加的管理の一つとして提唱されたのである。 

 参加的管理としての目標管理を強く主張したのは、マグレガーである。彼はその著「企業

の人間的側面」で、X理論に基づく命令と統制による管理から、Y理論に基づく統合と自己

統制による管理への移行を主張した。彼はそれまでの目標管理を批判して、命令と統制によ

る経営戦略の新戦術の域を出ないとし、Y 理論こそ従業員個々人の目標と企業目標とを統

合するものとして、Y理論に基づく目標管理を提唱するのである。このマグレガーの考え方

は広く共感を呼び起こし、その後の目標管理展開の一つの拠りどころとなった。彼の考え方

を明確にすることもまた本稿の主題の一つであるので、詳細な内容については後章にて論

ずることとする。 

 ところで、マグレガーが人間観に焦点を置いて、新しい人間観に基づく新しいマネジメン

トを提唱したが、同じように自己実現欲求の充足の必要性を主張し、それを動機づけの要因

から捉えたのが F・ハーズバーグである。ハーズバーグは仕事そのものの中にある動機づけ

要因に注目し、その重要性を喚起した。このハーズバーグの考え方によって、職務充実化と

いった、仕事そのものやそれへの取組み方が問題とされるようになった。 

 動機づけ要因との関連では、D・マクレランドの達成動機がある。この達成動機とは、何

らかの価値的目標に対して自分の能力を発揮して困難や障害に打ち勝とう、その目標を出

来るだけ良く達成しようとする動機といわれる。この達成動機は、いわば自己実現欲求に焦

点を当てたものといえる。さらに達成動機は、人間が内にもともと持つ動機の強弱によって

決まってくるが、マクレランドはそれだけでなく、仕事にあたるに際しての指導の仕方や、

成功や失敗の経験などによっても動機の強さは違ってくるのであり、達成動機の喚起の仕

方が大事だという。 

 また R・リッカートは、組織の集団理論と組織の行動研究を行い、リーダーシップの 4つ
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の基本的な型と組織の関係から人間組織を管理する方式を 4 つに分け、いわば理想の組織

として、利益を指向し人間に関心を持つ集団参画型の「システム 4」の概念を示した。また

これに関連して、組織の中で上下 2 つの集団に属する管理者が、この 2 つの集団を結びつ

けるという「連結ピン」の概念も有名である。目標管理においても参画が重視され、また目

標の連鎖や目標の体系立てから管理者の「連結ピン」の機能が重視されるが、このリッカー

トの概念の影響が大きい。 

 さらに C・アージリスは、「健康な組織」を生きたシステムと捉え、組織を人間の欲求に

適合させるよう変化させ、個人と組織の目標は共存できると説く。特に個人の欲求を組織の

目標に適合させるには、「職務拡大」によって広い範囲の課題を持つ内容へと拡大していく

ことが必要だとする。この考え方は、目標を遂行する本人が自ら目標を設定すべきであり、

本人が主体的に目標を設定できるように、担う職務が拡大されてまとまり単位になってい

なくてはならないという目標管理の考え方と繋がる。 

 以上、目標管理発展の経緯を概観した。以降の章では、その源流であり、現在でも多くの

有識者がそこに立ち返るべきだとするドラッカーの論をレビューするとともに、目標管理

の発展に大きく寄与したマグレガーの論を詳しく見ていくこととしたい。 

 

 

Ⅳ ドラッカー、マグレガーの論再訪 

 

１．ドラッカーによる「目標管理」の提唱 

 本稿の冒頭に、ドラッカーがその著「現代の経営」の中で初めて目標管理を提唱したと述

べたが、正確には目標管理はドラッカーによって提唱されるまでに、デュポン社や GM社、

GE社等、既に先駆的な経営者によって実践されてきたものであった。ドラッカーの貢献は、

実務の中から目標管理を管理哲学として打ち立てたことにある 11。それを著述したものが

「現代の経営」と理解すべきだろう。 

 その「現代の経営」の中で、目標管理に関するドラッカーの経営管理哲学が明確に表れて

おり、多くの文献で引用されている箇所は、「目標と自己管理によるマネジメント」の章の

まとめとして置かれた「マネジメントの哲学」と題された節である 12。 

 

 「今日企業が必要としているものは、一人ひとりの人間の強みと責任を最大限に広げると

ともに、彼らの視野と努力に共通の方向性を与え、チームワークを発揮させるようなマ

ネジメントの原理である。そして、彼ら一人ひとりの目標と共同の利益を調和させるよ

うなマネジメントの原理である。これらのことを可能とする唯一の原理が、目標と自己

管理によるマネジメントである」13。 

 

 「目標と自己管理によるマネジメントこそ、まさにマネジメントの哲学と呼ぶべきもので
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ある」14。 

 

この文章をもって、多くの有識者が成果主義の単なる評価ツールになっている目標管理

の実情を憂い、ドラッカーがマネジメントの哲学として提起した目標管理の元来の考え方

に立ち返るべき、と主張しているのである。 

この文章あるいは「現代の経営」の中で述べられていることは、仕事の上での個人目標と

企業の組織目標の統合、すなわち企業に働く者と企業自体が共通の目標に向かって取り組

むことの重要性であることに加え、「自己管理」の重要性をも強調している。ドラッカーの

言葉によれば、自己管理により最善を尽くしたいという強い動機がもたらされる。より高い

目標とより広い視野がもたらされる。目標と自己管理によるマネジメントだけが、指示や命

令ではなく、仕事のニーズによる行動への意欲を起こさせる。誰かの意思に従ってではなく、

自ら行動しなければならないという自らの決定に従って自らを行動させるようになるので

ある 15, 16。こうした考え方の背景には、企業に働く人間という人的資源は、経営資源の中で

唯一成長する資源であると認識し、人間の可能性に注目するドラッカーの思いがある。目標

管理に対してドラッカーが示した理念は、「上司による部下のノルマ管理」たる目標管理と

は決して相いれないのである。 

その考え方は、ドラッカーがマネジメントの機能の一つとして挙げる「人と仕事のマネジ

メント」にも現れる。そこでは、人を一つの資源とみることが必要であり、人に特有の特性、

能力、限界を知ることが必要であると述べている 17。その「人に特有の特性」を深く考察し、

マネジメントのあり方を 2つの論にまとめたものが、ドラッカーの「現代の経営」発表後か

ら 6年後の 1960年に出されたマグレガーの「企業の人間的側面」における、「X 理論」「Y

理論」とも解釈できるのである。 

 次章ではマグレガーのこの両理論の詳細について検討することで、目標管理の理念をさ

らに深く考察する。 

 

２．マグレガーによる「Y理論」の提唱 

（１）X理論 

 マグレガーの提唱した「X 理論」「Y 理論」は、マグレガー本人の言葉を借りれば、企業

における人事管理上の「人間性に関する理論なり考え方」18である。彼の論の主題は、経営

者による従業員のコントロール、すなわち「統制」の方法や考え方であり、「統制」には人

間の性質に合った手段を選ぶべきだとする 19。そしてこの著が書かれた時代の支配的な理

論は、経営者の持つ地位がもたらす「権限行使による命令・統制」であるとし、その理論の

背後には、人間の本性について暗黙のうちに経営者に了解されている仮定があり、それをマ

グレガーは「X理論」と呼んでいる 20。 

 X 理論の内容として各文献に必ず引用される箇所は、「企業の人間的側面」第三章の中の

下記の部分である 21。 
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① 普通の人間は生来仕事がきらいで、なろうことなら仕事はしたくないと思っている 

② この仕事はきらいだという人間の特性があるために、たいていの人間は、強制され

たり、統制されたり、命令されたり、処罰するぞとおどされたりしなければ、企業

目標を達成するためにじゅうぶんな力を出さないものである 

③ 普通の人間は命令されるほうが好きで、責任を回避したがり、あまり野心をもたず、

なによりもまず安全を望んでいるものである 

 

 経営者が心の底で信じていることは、人間は生まれながらにして仕事が嫌いであり、その

ため従業員は外から強制しないと働かない、そして大衆は凡庸であるという考え方＝「X理

論」だとマグレガ―は言う。こうした人間の本性に関する固定概念は当時の米国にかなり広

範に、また深刻な影響を与えているというのである。 

        

A.マズローの「欲求階層説」 

（Goble,F.G（1970），小口忠彦監訳（1972）83頁） 

 

 そもそも「どんな人事管理の理論でも、必ずその中心をなすものは『従業員にやる気を起

こさせるにはどうしたらよいか』という考え方」22とマグレガーは指摘するが、ここで彼は

従業員にやる気を起こさせる方法に関し、人間の欲求に注目する。この人間の欲求の説明に

際しては、A．マズローの欲求階層説を援用しつつ、当時の社会背景の変化を踏まえながら

論を展開していく。すなわち、人間は生理的欲求や安全の欲求といった低次の欲求をもつが、

同時に社会的欲求、自我の欲求（自尊の欲求と他尊の欲求）、そして自己実現の欲求という

高次の欲求をもあわせもつ存在である。X 理論とはこのうちの低次欲求に注目するもので
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ある。だが現代では、大多数の国民の教育水準、態度と価値観、やる気を起こす原動力、依

存度などが変わり、多くの人間が高次の欲求をもつようになってきて、X理論は通用しなく

なりつつある。こうした状況の中で、人間の高次欲求に注目したものがマグレガーの呼ぶ「Y

理論」である 23。 

 すなわち、経済等の発展によって人々の生活水準の向上をはじめ様々な面で昔と大きく

変化している当時の社会において、自然に人々の欲求も変化しているのだが、執筆当時の企

業における人事管理は旧態依然とした人々を前提とした考え方になっている。そこで、働く

人々の欲求変化に合わせた人事管理の考え方が必要、と主張しているのであって、その新た

な考え方が「Y理論」だということである。 

 

（２）Y理論 

 Y 理論の内容として述べられているのは、「企業の人間的側面」第四章の中の下記の部分

である 24。 

 

 ①仕事で心身を使うのはごくあたりまえのことであり、遊びや休憩の場合と変わりはな

い 

 ②外から統制したりおどかしたりすることだけが企業目標達成に努力させる手段ではな

い。人は自分が進んで身を委ねた目標のためには自ら自分にムチ打って働くものである 

 ③献身的に目標達成につくすかどうかは、それを達成して得る報酬次第である 

 ④普通の人間は、条件次第では責任を引き受けるばかりか、自らすすんで責任をとろうと

する 

 ⑤企業内の問題を解決しようと比較的高度の想像力を駆使し、手練をつくし、創意工夫を

こらす能力は、たいていの人に備わっているものであり、一部の人だけのものではない 

 ⑥現代の企業においては、日常、従業員の知的能力はほんの一部しか生かされていない 

 

 一覧して分かる通り、この Y 理論は人間の本性を積極的に評価している 25。マグレガー

の言葉を借りれば、Y理論は人間が成長し発展する可能性、すなわち潜在能力があることを

強調しているのであり、この点では前述した人間の可能性に注目するドラッカーの姿勢と

重なる。そして X 理論に立脚した組織作りの中心原則が「権限行使による命令・統制」で

あるのに対し、Y 理論によるそれは「統合の原則」、すなわち「従業員が企業の繁栄のため

に努力することによって各自の目標を『最高に』成し遂げられるような条件をつくってやる

こと」であるとする。さらに言い換えれば、この章の章題となっている「Y 理論＝従業員

個々人の目標と企業目標との統合」ということである 26。その意味するところは、組織目的

の達成を目指して働けば、自ずと個人目的、しかもそのより高次の欲求が充足されるのだと

いうことである 27。 

 さらにマグレガーは Y理論にあるように、「人は自分が進んで身を委ねた目標のためには
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自ら自分にムチ打って働くものである」ことから、企業目標と従業員個々人の欲求や目標が

統合出来れば、従業員の「自己統制」による組織運営が可能というのである。すなわち、個

人目標と企業目標が統合された状況では、従業員は絶えず自発的に自分の能力・知識・技術・

手腕を高め、かつ実地に生かして企業の繁栄につくそうとするようになる。Y理論の考え方

は、人間の自己統制能力を高く評価するものであり、経営者は権限以外の方法にもっと多く

頼るべきだと強調するのである 28。 

 こうしてドラッカーの「目標と自己管理によるマネジメント」の考え方、ならびにマグレ

ガーの「Y 理論」に基づいた「個人目標と企業目標の統合、及び自己統制による組織運営」

の考え方とは、その主旨において一致しているとみてよいであろう。 

 ところでマグレガーは次章第五章の冒頭にこう記している。 

 

 「近年『目標による管理』という考え方が非常な注目を集めているが、これはピーター・

ドラッカーの著書の影響ででもある。しかし、目標による管理のいうところは、命令と統制

による経営戦略の新戦術の域を出ないことが多いのである」29。 

 

 上記の記述は、マグレガーによるドラッカーへの批判というより、ドラッカーの主張する

「目標による管理」の元来の理念あるいはマグレガー自身が提唱する「Y 理論」に基づく

「統合と自己統制に基づく経営」の理念から、当時の目標管理に関する理解が早くも乖離し

ていることを嘆いているように思える。当時の目標管理が現在のように一種の「ノルマ管理」

的に理解されてしまったのかどうかは確認できないが、いつの時代でも、その理念から離れ

ず運用することが企業にとって困難なことのように見える。 

 

３．目標管理の理念の再確認 

これまで、ドラッカーの論ならびにマグレガーの論をレビューしながら、目標管理の元来

の理念を明らかにした。いま一度、現代の人事管理の教科書を引用して目標管理の理念を再

確認することにしたい。 

今野・佐藤（2002）126頁には、目標管理の基本的な考え方について以下の通り記され

ており、ドラッカー・マグレガーらの論を踏まえた内容となっている。 

 

 「目標管理の基本的な考え方は、『組織目標と個人目標を統合して目標を設定し、個人

はそれにむかって自立的に仕事を進める』点にある。これにより、目標の連鎖によって組

織の統合がはかれるとともに、部下を管理統制するのではなく、部下の自主性を引き出す

ことによって効率的な組織が形成できると考えられている」。 
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Ⅴ 今後の課題 

  

 本稿では、現行の目標管理の問題点について、特に成果主義的運用に流れがちな場合、

その元来の理念から乖離しているという有識者の指摘を踏まえて、その理念につきドラッ

カー・マグレガーらの論に実際にあたるという作業を行った。しかし実務上では、目標管

理の問題点は他にも様々存在する。たとえば中嶋（2015）39頁には以下が挙げられてい

る。 

 

［目標管理の問題点］ 

 １．職場の目標と無関係な個人目標設定 

 ２．安全を見越した個人目標設定（達成しやすい目標） 

 ３．職場による目標設定レベル（難易度）の違い 

 ４．押しつけ感を感じる個人目標 

 ５．度重なる人事異動と業務分担変更 

 ６．事態の変化による目標の変更と忘却 

 ７．定性的目標の評価の難しさ 

 ８．結果とプロセスの峻別の難しさ 

 ９．育成という名の説教 

１０．評価のヨコ比較の難しさ 

 

 あるいは労務行政研究所の調査（「労政時報」第 3873号）によると、人事評価制度の課

題として、「評価の甘辛」「評価者トレーニング」「評価者の評価スキル」「目標設定レベル

や評価視点のバラつき」「部門間の格差」「人材育成の活用」など運用面での課題を抱えて

いるケースが多く見られたという 30。 

 こうして、目標管理の問題点には、目標管理の元来の理念を理解することがその解決に

資するものもあるが、他にも様々存在し、企業の現場ではその解決に向けた見直し作業が

行われている 31。こうした問題点ならびに解決のための運用見直し事例を検討することも

目標管理の今後の運用改善に重要なことであり、稿を改めて検討することとしたい。 

 また理論的な問題もある。本稿では、ドラッカーの論とマグレガーの論において、目標

管理の理念についてはその主旨において一致しているとみた。しかし「Y理論」に基づく

経営管理の観点では、ドラッカーは「現代の経営」以降、マズローからの批判を受けて、

その考えを改め批判的な立場に転じているし 32、その他にも「Y理論」に基づく経営管理

に対する批判的な立場の論稿がある。たとえば、Morse and Lorsch（1970）は「X理論と

Y理論」は必ずしも機能しない場合があるとし、業務と組織と人材がフィットした時に

「センス・オブ・コンピタンス（”sense of competence”）」が高まり、パフォーマンスが

高まるというコンティンジェンシー理論について説いている 33。 
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本稿では、目標管理の理念の源流としての「Y理論」のレビューに論を限定したためこ

れらの批判を検討しなかったが、その批判の内容を含め多角的に検討することがひいては

目標管理の運用改善に資することにもなると考えられる。これもまた今後の課題とした

い。 

 

 

注 

1. 奥林・上林・平野（2010）119頁。 
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2018年 3月で大学を去るにあたって 

                                 野村 康則 

 

マツダ及び製薬会社を経て大学教員となり丸１２年が経過しました。安田女子大学は４

年間という短い間でしたが大変楽しい時間を過ごすことが出来ました。途中新一号館が完

成し、また体育館も新しくなり、日本一美しい大学になりました。日文卒の家内が呉から２

時間かけて通った当時は、ようやく安東に着いたら最後の山登りが待っていたそうです。 

大学教員転身の理由はある時、日経新聞に某国立大学大学院教授募集の公募があり、当た

るはずが無い、と思って応募したら６０倍の倍率から私を任期付きで採用する、という連絡

があり、会社役員を退職したのが始まりです。先祖が長州藩士で吉田松陰の門下生であった

DNAかも知れません。大学教員に転身後多くの学生を送り出しましたが、昨年体調を崩し

入院中もわざわざオーストラリアから（中国人留学生）教え子が見舞いに駆けつけてくれま

した。これこそ教員冥利につきる、と思いました。 

現代ビジネス学科におきましては我々教員の思いと違う日常を送る学生がいます。それ

はアルバイトです。経済的事情があれば別ですが、そうでなくても折角の短かい貴重な学生

生活の大半をバイトで費やしており、授業よりアルバイト優先で生活しています。バイトで

儲けるお金と時間があれば留学や公務員試験その他資格取得など将来の投資に回せないも

のか、と残念に思います。１年前期からキャリア形成論の授業で繰り返し言うのですが馬の

耳に念仏、暖簾に腕押しです。バイトを軽減する施策を大学も考えなくてはいけないと思い

ます。一つは授業料です。大学の設備がどんどん新しくなることに学生は授業料の高さを不

満に言います。また優秀な学生に対する奨学金や飛び級制度の導入もあっていいのでは、と

思います。こうした制度が定着すれば安田の名声が広く行き渡り、多くの優秀な学生が応募

してくると思います。 

現ビはこれまで就職率の高さを売り物にしてきましたが、来年から観光が４年生を輩出

しますので、ホテルや旅行社などは内部競争が激化するものと思われますし、金融機関やメ

ーカーですら英文科の進出が著しくなっています。そこで現ビに入学してきた学生に、きち

んとした目標を持たせることが重要です。例えば、２年後期までに全員が簿記３級、ＦＰ３

級、秘書２級を取得させるなどです。そして現在は形だけとなっている２年次からのコース

分けが実体として資格目標とリンクするようにしなくてはいけません。また G.LABOS 留

学制度の見直しも必要でこのままでは応募者は減少の一途を辿るのは必至だと思います。

単に楽しかったではなく、留学後英語力が伸びた、という制度が望まれます。 

最後に現代ビジネス学科の一層の発展と皆様への感謝とご健勝を祈念し、最後のご挨拶

とさせていただきます。有難うございました。 

 

 



55 

 

 

現代ビジネス学科を去るにあたって 

 

古山友則 

 

1 

 実数の稠密性という議論があります。「数直線上に 2つの異なる実数 a と bを与えれば、

そのあいだにかならず、ある実数 c が存在する」という性質のことです。a と c のあいだ

にも c´ が存在し、c と c´ のあいだにも別の数が存在するわけですから、終りがありませ

ん。この性質は実数を定義する 1つの項目となっています。 

 1辺が 1の正方形の対角線をなす大きさ √2 は実数です。1.41421356 … という具体的な

数で記述されます。いま具体的と述べましたが、私たちは √2  という数の完全な記述を知

りません。稠密性の定義をつうじて実数の性質を理解することはできます。しかし、個々の

具体的な実数の全容を私たちは知らないのです。1 

 私たちは普段の生活で正方形だけでなく、たくさんのかたちを目にしています。かたちに

くわえて、うごきも目にしています。すなわち、私たちを囲繞
いにょう

しているものは具体性です。

いいかえると、それは存在です。存在に相対して生きていても、私たちはその具体性をそれ

自体として完全に捉えることはできません。具体的な実数が未踏の姿でしかないように。か

たちとうごきが織りなす凄まじい具体性の只中に、私たちは存在する者の一隅として投げ

込まれています。具体的なものは無限と接続しているわけも、実数の例からわかるのではな

いでしょうか。 

 

2 

 私は 2015年春、本学現代ビジネス学科に着任しました。そのときに Joy Jarman-Walsh 先

生から 2組の担任をひきつぎました。一目、よい人たちであることがわかりました。私にな

にができるだろうかとも自問しましたが、その過程はこの 3 年間のできごとにすべて置き

入れられていますので、多くを語る必要はありません。もちろん、2組だけでなく、1組の

みなさんともたくさん対話しました。 

 

3 

 私は写真が嫌いです。いまでも、苦手です。うごいているものを時間と空間の 2つの相に

おいて止めてしまうことに、悲鳴のようなものを感じるからです。しかし、記録にも意味は

あるのだろうと思い、毎年 2回程度（私としてはかなり無理をして）クラス写真を撮影しま

                                                   
1 ここでは実数の稠密性を例にして抽象と具体の関係について述べましたが、円周率 π についても同じ

ことがいえます。私たちは「真円の円周を直径で割った数」という π の定義をしっています。しかし π 
の具体的な数としての姿を知りません（なお π は超越数なので、ここでは議論の対象にしませんでし

た）。 
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した。直近の一枚に、2017 年 7月 6日のものがあります。 

 

 

現代ビジネス学科第 12期生 2組メンバー 

 

この写真 2 を見て、私はクラスの皆の穏やかな佇まいに、この人たちの胸中によい風が

吹いていることを感じました。そして、「ここまで来た、別れも近い」とも思いました。も

う後は、感情は出さず、物と物がすれちがうように、雪のかけらが風景のなかで遊ぶように

交わるだけです。 

 ひとつ安心したのは、この人たちのよいものを抑えたり、ねじ曲げたりしてはならないと

思い、それを心掛けてきたのですが、どうやら私は首尾よくやったのではないかということ

です。何かを付け加えることなど考えもしませんでしたが、彼らの胸中に青々と風が吹いて

いました。一枚の写真が免罪符になりました。 

 

4 

 あるとき、万葉集を読み返していて、次の詩に目がとまりました。 

 

                                                   
2 就職活動の時期でもあり、この日には全員が集まってはいません。私見ではありますが、心の中にある

ものが ぱっ と咲いた、いい写真だと思います。 
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【万葉集二七一】 

桜田へ 鶴
たづ

鳴き渡る 年魚市潟 潮干
し ほ ひ

にけらし 鶴鳴き渡る 

（桜田の方へ鶴が鳴いて渡って行く、年
あ

魚
ゆ

市
ち

潟
がた

の潮が干いたらしい、鶴が鳴いて渡っていく）
3 

 

 市潟の潮が干いたのであろうか、鶴がしなやかに羽を広げ、桜田（地名）の方角へ群をな

して飛び立っていく。その群舞を下から空とともに仰いで、胸中にぽっかりとした愁いを覚

える。 

 

 この歌を詠んだ高市
たけちの

黒人
くろひと

は、青い空に白い翼がくっきりと浮かび上がり、遠ざかっていく

模様を見て、旅の心細さを表現したのだと思っていました。しかし、現ビ生が卒業を残すば

かりとなって、彼らが新しい旅路に向かう姿は鶴のようだと思われました。そのとき、気づ

いたのです。 

 黒人が見た鶴は、ただの模様ではなく、彼がいままで失ったものの影であったのではない

だろうか。そこに、かすかな響きや、祈りのようなものがあったのではないか。 

 私は現ビ生のなかに鶴の飛立ちを見、黒人は鶴の群舞に過去のできごとの残影を見てい

た。この気持ちをつうじて、万葉の詩人とすこしだけ心がかよいました。 

これを書いている今、すでに卒業式は終り、鶴は飛び立ちました。寂しい気持ちは拭えな

いとしても、私にとっては皆さんが広島を、そして日本を明るくしてくれることが確信でき

るが故に、学科の一教員として皆さんを送り出すことは喜びでもあります。 
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 私は平成 30年度から、新設のビジネス心理学科に移ります。微力をつくして学生と切磋

琢磨するつもりです。 

 現代ビジネス学科第 12期生の皆さん、この 3年間、ありがとうございました。世界のど

こかの一隅から、私はいつも皆さんのことを応援しています。 

                                                   
3 角川書店編『万葉集』角川ソフィア文庫、2001年。 
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